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小国の天然王女がまちがって召喚したのは、竜騎士団を率いる隣国の王子でした
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１　最小王国マイスタンタン












　この世には四つの大陸があるという。

　そのうち南に位置する大陸が最大で、生き物の大半はこの大陸にいる。

　そして、この大陸の七割を領地とする大きな国がある。パーフィリー帝国という。この国はいくつもの属国があり、属国から届く話題は実に豊富で歴代の皇帝たちをたのしませてきている。

　だが、そんな中にあって、

「よく知らないんだよね」

　と誰もが口をそろえる妙な国がある。それが、大陸南端の小国マイスタンタン王国である。

　最大の特徴としては国が小さく人口も少ないという点だろう。なにせ、帝国の首都よりも面積も人口も少ないのだ。ここまで小さな国は四大大陸のどこを見てもマイスタンタン王国しかない。

　ちなみに、マイスタンタン王国はパーフィリー帝国の属国である。ただし、極小の面積しかなくこれといった名産品もない辺境の小国が、なぜパーフィリー帝国の長年の属国なのか、その経緯がよくわかっていない。

　パーフィリー帝国側にもマイスタンタン王国側にも経緯を記した資料が残っておらず、大陸七不思議のひとつに数えられている。






　ぶっちぎりで大陸最小の国マイスタンタン王国が、このところ活発に動いている。

　武力でも交易でもない。

　縁談、である。






　マイスタンタン王城では、この数か月、毎日会議が開かれていた。

　とはいえ、国王とその姉、数人の役人が、めいめい気になっている書類を持参して白木の円卓に着くだけである。

　国王は「うーん」と伸びをしながら「今日もいいお天気ですね、姉上」と言い、その傍らで姉王女が部屋中の窓を開けてまわる。

　四方の大きな窓はすべて全開、厚手のカーテンも窓際できちんと束ねられる。

　城から見える海はどこまでもコバルトブルーが続いている。あちこちに渦が巻いて荒くれているものの、城内に涼しい風をもたらしてくれる。そして、青空は無限に広がる……かに思われるが火山から立ち上る灰色の煙が緩やかに流れてそれを妨げている。かたかた、と小さな地震も頻発する。

　平和な国だが、どこか不穏――それが、現在のマイスタンタン王国なのである。

「話を戻すわよ、陛下」

「はい」

「何度も言うけど、帝国軍どころか帝都を警備する帝都警備隊を繰り出すだけでぷちっと潰せてしまう貧弱な国なのよ、うちは！」

　ばん、と、木製のテーブルを勢いよく叩く音がする。バサバサ、と書類が滑り落ち、役人が慌ててそれらを拾う。

「姉上、そのことと、この山のような、新規お見合いの釣り書きはどう関係があるのですか？」

　音に動じることもない国王の声は、若いを通り越して幼い。

「クレドール……じゃないわ、陛下。いいこと？　うちは小さな名もなき国よ。あまりに何もなさすぎて、このままだと、我が国の経済は行き詰まってしまう」

「はい、姉上。貿易が儲けにつながっていないのだと、さっき大臣に説明を受けました」

「そうよ。このままだと国民全員で、国土を捨ててお引っ越ししないといけない」

「広い土地がいります」

　と、国王が真顔で言う。

「大丈夫よ、いざとなったらパーフィリー帝国を頼りましょう。あの国はとても広いから、わたしたちが住む町のひとつくらい用意できるわ」

　役人の一人が、思わずぷっと笑った。

　姉王女――ルキア王女は軽く微笑み、長い金髪をぎゅっと束ねて、弟と役人を見る。

「でも、国を捨ててお引っ越しなんてしたくないでしょう？　だから――コバンザメ商法、うーんちょっと違うわね……虎の威を借る狐大作戦を思いついたのよ」

　はい？　と、幼い国王が首を傾げた。

　姉と弟、よく似た面差しである。共に明るい金髪とエメラルドグリーンの大きな眼をしている。金髪も碧眼もそれ自体は珍しくないのだが、明るい金髪とエメラルドグリーンの目、という組み合わせはなぜか王族にしか現れない。

　そして姉弟ともに、人形のように整った目鼻と、肌理の細かい陶磁器のような滑らかな白い肌をしている。これは、異国から嫁いできた母譲りである。

　そして姉のほうはすらりと手足が長く、無駄な肉ひとつない引き締まった体つき。王女というより武術の達人か、あるいは舞踏の達人といった雰囲気である。

「いい？　帝国の属国は山のようにあるの。大小合わせて百ほどだと聞いているわ」

　そうですね、と誰かが相槌を打つ。

「つまり、王様や王子様が掃いて捨てるほどにいる。そして、その王様や王子様の全員が結婚してるわけじゃないのよ。むしろ王子様に限って言えば、結婚してる王子様のほうが少ないでしょう」

　国王以下、円卓の人々が思わず顔を見合わせた。各国の王や王子をつかまえて『掃いて捨てるほどいる』と評したのはルキアが初めてである。

「王女、怖れを知らないのは王女の美点ではありますが……もう少しお言葉を……」

　と、老臣の一人が咳ばらいをする。が、王女はぴくりと眉毛を持ち上げた。

「あら、無礼であるぞって帝国から使者が来るかしら？　その程度で使者を寄こせるなら、震災見舞いの使者をもっと寄こしなさい、属国が困ってるのよ、って手紙をつけて送り返してやるわ」

「は、はぁ……左様でございますか」

「爺、大丈夫よ。属国の王様や王子様の独身率がかなり高いのは本当のことだもの。誰も怒りっこないわ」

　確かに、大陸のほとんどの国が、帝国の慣習を取り入れて男子にのみ王位継承権を認めている。そのため、各国は男児の確保に必死になっている。男児一人では心もとない。いつ何があって命を落とすかわからないし、帝国に人質に取られるかわからない。その結果、各国の王がそれぞれ多数の側室を抱えて男児をたくさん産ませたため、大陸には王子が余っているのである。

「つまり、その中の一人と婚姻による同盟を結んで生き残りを図ろうってことよ」

　クレドール国王は年に似合わぬ難しい顔をした。

　玉座に座った足が床に届かずぶらぶら揺れ、王冠は歴代の国王が使用したものが大きすぎたため小さいものを至急作り、御璽は握るのが大変なため小ぶりなものにした。それほどに、王は幼い。御年おんとし七である。

　だが、王冠を戴いてはや一年が経過している。昨年の火山の大噴火で国王夫妻と多くの重臣を喪い、急遽即位したためだ。そのせいもあって、年齢のわりに大人びている。

「実は……姉上と同じことを、ぼくも考えました」

「ええっ？　いつの間に？」

「えっと、数か月前です。ぼくは、裕福な国の姫君と結婚をして、お金と力を貸してもらおう……という案を元老院に出したんです」

　しかしそれは、マイスタンタン側が予想した以上に困難な道だった。ひっそりとそれとなく打診してみた数か国、全部即座に断られたのである。

　理由はすべて、同じだった。王が幼すぎた。そうよね、と、小さく呟いたあと、ルキア王女がにこっと笑って提案した。

「では、わたしはどうかしら？　わたしはもうすぐ十八歳、結婚適齢期よ。この国でも帝国でも成人だもの。結婚してもおかしくないでしょう？」

「はい、それはそうですが……」

「見てらっしゃい、クレドール。必ずいい男をつかまえてこの国を発展させて見せるわ」

　束ねた金髪の先が海風に揺れる。王女はにっこりと微笑んだ。






　こうして王女のプロフィールと肖像画は、近隣諸国の王子宛てに多数配布された。もちろん、異例の事態である。

「貴国の王子殿下がたにも来たか？」

「来たとも。十六人いる王子のうち、美貌と巨乳のみに惑った不埒ものが二、三人炙り出されて再教育のため寄宿学校に放り込まれるというオチがついた。そちらは？」

「うちは、皇太子殿下は正妃を娶ったばかりだし第二王子は幼少、第三王子は生後半年足らず、全員断りやすかった」

　パーフィリー帝国城や城下町では、属国各国から出向いてきている役人たちが顔を合わせるとその話題でもちきりである。が、王女で類まれなる美貌とはいえ国があそこまで小さいのではメリットも何もない、というのが各国の共通認識ではある。

　しかし、これまで噂らしい噂もなかった国が帝国城で話題の中心になるなど、これはある意味大金星であるのだが、その事実をマイスタンタン王国側は知らない。

「情報筋によると、マイスタンタンは属国全部に縁談を申し込むつもりだとか……」

　一人が厳かに告げれば、げぇぇ、と、居合わせた役人たちの顔がひくひくと引き攣る。

「断られることがわかっていての、申し込みだろう？　無茶をするなぁ……」

「大量に断られると王女も傷つくんじゃ……」

「しかし、極小無名国といえども王女だし、肖像画を見たけど金髪とエメラルドグリーンの大きな目が印象的な美人で巨乳だったから、どこかの王子が案外さっさと娶るかもしれないぞ……」

「……それで王女は幸せなのか？」

「国のためになるなら喜ぶんじゃないかなぁ、王族だし……とは思うんだけど、今回はちょっと格差婚すぎて想像がつかないな」

　他国のこととなると言いたい放題の役人たち。

　彼らの頭上をのんびりと鳶が飛び、背後の大通りを馬車が頻々と行き交う。パーフィリー帝国は今日も賑やかである。










　そのころ、マイスタンタン王国の隣国グランセ王国にも一通の封筒が届いていた。

　黒い官服に身を包んだ初老の男性が「殿下、ブーレ殿下！」と叫びながら緋色の絨毯の上を滑るように走る。

「宰相、どうした？」

　廊下の突き当り、大きな木製の扉が開いて、黒髪の青年が顔を出す。

「殿下、ついに我が国にも届きましたぞ！」

「う、来たか。まぁ、入れ」

　失礼いたします、と、宰相は衣服と髪を整えて一礼する。

「で、標的は俺か？」

「はい。しっかりと皇太子殿下と書かれてあります」

「俺だけだな……よし」

　二人で書簡を披いてじっと見る。

「……宰相」

「はい」

「俺はマイスタンタン王国について……あー、まず人口が少ない……荒れ狂う海を越えた先にある隣の国で……えーっと、去年だったか大災害で国王と王妃をはじめとした民が大勢亡くなった、ということくらいしか知らないんだが……」

　己の執務机に頬杖をつき、眉尻と眦を下げてため息を吐く。黒髪と黒い眼、低いバリトンが落ち着いた雰囲気を演出しているが、まだ二十三歳である。

　肖像画と王女のプロフィールと自己アピールがびっしり書かれた羊皮紙を眺める王子の顔は、明らかに困惑していた。

　王子の傍に立つ宰相もまた、絵に描いたような困惑顔であった。

「爺はどの程度知っている？」

「はぁ……私もそれほど詳しくはございませんで……」

　白いハンカチで汗を拭う宰相を、王子がじろりと見る。

「その……隣国とはいえ荒れ狂う海を挟んでおりますからな、ここ数代は付き合いも、まぁ……その……節度を守った程度にしかございませんで……」

　マイスタンタン国の南側をぐるっと取り囲む海は不思議な海で、マイスタンタン側から出発する際は難なく出られるのだが、マイスタンタンに近寄ろうとする者を全力で阻止しにかかる。荒れ狂う波を乗り越えるには潮の流れを熟知した船頭が必須で、そのような人材はマイスタンタンにしかいない。ゆえに、マイスタンタンに寄港する場合は、沖合で連絡用の鳥を飛ばす。すると、難所の手前で小舟に乗ったマイスタンタンの人が待っていて、誘導してくれるのである。

「節度を保った……？　つまりはほとんど付き合いも情報もないわけか……」

　せっかくぼかしたのに、と宰相がぼやく。

「まぁ、親しくしたところで何のメリットもない小さな国だからなぁ……」

　そのようなことをはっきり言わないでください、と、宰相が呟くが王子はどこ吹く風。

「その上、天然の要害に守られて、こちらから訪ねていくだけで命がけだ」

　残念ながら同感です、と言いながら頷いた宰相が、再び羊皮紙に目線を落とす。

「私が調べましたところ、マイスタンタン国の人口は六千人に届かないようですぞ」

「それじゃあ……我が国の、比較的大きな宿場町程度の人しかいないのか……」

「さようにございます」

「それなのに、大災害に見舞われたのか……」

「はい。ですので、六千よりさらに少ない可能性も……」

　前代未聞の大惨事、未曾有の大災害だと、送り込んでいたことすら忘れていた老密偵ジョゼフが乱れた筆跡と慌てふためいた文章で知らせてきたため、慌ててお見舞いを送った。

　後日、急遽即位したマイスタンタン国の新王という若い男性から、懇切丁寧なお礼の言葉と、両親の喪があけたら即位式を行いたい、といった手紙がついていた。

「その後、即位式を行ったという報告はあったか？」

「いいえ。半年ほど前に、国王と王妃の国葬を行ったという正式な書簡が届いて以来、何も届いておりません。密偵の報告によりますと、王宮の大半と城下町の半分ほどが建築中でしばらくは即位式のような行事は無理だろう、とのことです」

「そうか……ジョゼフといったか。その密偵には、城の内部の様子、火山の様子を探らせてくれ」

「承知いたしました」

「というか、密偵を送り込んでいたのか」

「はい。彼は、密偵としても庭師としても、腕は非常にいいのですがいかんせん老齢でしてな。密偵が毎年行うべき帰国しての定期報告が三年に一度あるかないか、という有様で……。まぁそれで困ったことは一度もありません」

　だろうな、と、王子は唇を歪めて笑った。






　待つこと数日、さっそくその密偵から書簡が届いた。

　この書簡によれば火山の噴火による被害は甚大で、火砕流が王宮の敷地にまで押し寄せた。家臣や城下町の住人は三分の一程度が失われたと見ているが、国王夫妻と重臣が会議中だったため、重鎮が一気にいなくなってしまった模様。

　マイスタンタン王国は、王宮の裏に位置する火山を火の神の棲み処、マグマを火の神の分身として崇め奉っている。

　マイスタンタンの人々は火山を頻繁に拝み、王は火の神の使者だと信じている。そのため王族はできるだけ火山の近くに住むのだと、誇らしげに住人は言う――らしい。

「にわかには信じがたいな……」

「はい。ですが、他国の信仰に口を挟むことは厳に慎まなければなりません」

「うむ。――で、新しい国王陛下は……先代の息子か？」

　宰相が書簡を読んで困った顔をした。

「そのようですが、御年六つだか七つだとか。いくらなんでも、幼すぎましょう」

「通常なら、成人するまでつなぎに誰かが即位するだろう……とは思うが、火山の噴火で誰が死んで誰が生き残ったのか」

　わかりません、と、宰相は嘆く。

「老密偵もこれ以上を調べるのは骨が折れる、と。我々は、新しい国王陛下も、崩御された国王王妃両陛下のお顔も――ただいま届いた絵画でしか存じません」

　当然、他の王子王女のこともまったく知らない。

「あちらにしても、うちのことをろくに知らないだろうに……この熱心な縁談か」

「殿下、それはどうでしょう。あちらから見れば、我が国は大国のお隣さんでしょうから、それなりに調べてはあるかと……」

「……そうだろうか……。縁談を持ちかけるまで興味を持たなかった国を、わざわざ調査するとは思えないんだがなぁ……」

　はぁ、と、二人は揃って太い息を吐いた。

「お会いになりますか？」

「小さな国とはいえ……王族に会うこともなく縁談を断るのは失礼だろう。お隣さんなわけだし……」

　それに、と、王子は唇の端を持ち上げた。

「俺と母上の勢力は少しでも強いほうがいい。取るに足りない国の王女であっても王女は王女。側室の一人に加えておけば多少の後ろ盾や箔付けにはなるだろう？」

　左様で、と、宰相も頷く。

「お見合いをする方向で返事をだしておきます」

「頼むぞ。で、あいつ……異母弟おとうと一派の動向はどうだ？　……大人しくしているか？」

　王子が、ぐっと声のトーンを落とした。低く、冷たさが滲む声だ。はい、と宰相が頷く。

「まず、捕らえた例のお方ですが、逃がそうと試みる輩がいるので、手かせ足かせをつけて個室へ閉じ込めておきました」

「おいおい、曲がりなりにも父上の第二妃だぞ」

「陛下には、プリミエラさまはバトラー王子を伴って御実家へ里帰りなさっていると申し上げておきました」

「ふん、それでいい。あいつのほうはどうだ？」

「残念ながら第二王子は、森でドラゴンと一緒に消息を絶って以来見つかっておりません」

「そうか……やはり、どこかへ逃げたのだろうな。遺体でもあれば、残党を一掃できるんだがなぁ……」

「あのしぶとい男のこと、城から追放しただけでは安心できませんからな……」

「うむ」

　二人は黙り込む。

　宮廷が第一王子派と第二王子派に分裂して数年たつ。

　順当にいけば、正妃が産んだ第一王子が次期国王である。しかし、それに異を唱える人々が現れた。

　そしてその声に、病床の王が惑った。

　二人のどちらが次期国王になるか王が明言しないままなので、水面下の駆け引きだけではおさまらず、ついに武力衝突に発展し、小競り合いを繰り返している。

「先達せんだって勝ったのは殿下です。このまま地盤固めを続けていけば、ご即位までに味方の数はぐっと増えましょう。そのころになって戻ってきても、もはやブーレ殿下の邪魔にはなりますまい」

　そうか、と、ブーレ皇太子――いや、ブーレ王子は満足げに頷いた。

















２　王族は魔法使いだった……？












「また、断られたわ……」

　何通目だろうか。日頃は天真爛漫なルキア王女だが、こうも断りの手紙が続くと落ち込んでしまう。

「誰も王であるぼくに面と向かっては言わないけれど……名産品も軍事力も何もないうちと婚姻関係を結んでも、その国には何もメリットはありませんから……」

「――そう、メリットが何もない……そこなのよね」

　ルキアは、自室に山になっている断りの手紙を思い出した。

　お見合いを承諾してくれた国は結構あったのだが、顔合わせ後に先方から「勿体ないほどの美人」「フィーリングが合わない」などなど明らかに取ってつけた理由で断られている。

「ブーレ皇太子殿下なんて、隣国だから会ってくれたっていうのが丸わかりの態度だったものね……」

「姉上、いっそのこと何か特産品や観光の目玉になるものを考えてみませんか？」

「そうね、昔は観光客が来ていたらしいわ。何を見に来ていたのかちょっと調べてみましょう」

　お願いします、と、国王が元気よく答えた。






　翌日の昼下がり。

　王女は、白い海辺に生えたヤシの木によじ登って、王立図書館の禁書コーナーにあった古文書を開いていた。過去の出来事をひも解けば、観光名所やカーニバルなどについて、何らかの記述があるのではないかと思ったのだ。

　実際、周辺の海に、エキゾチックな提灯飾りをつけた大きな舟を浮かべて五穀豊穣を祈るお祭りがあったようだし、特産品となる花があったようである。本にいくつか紙縒りを挟んで、膝の上に置く。次の本は、持ち出した数冊の中でも極めて古い本である。

「あら、これは歴史書ではなくて魔導書の類かしらね？」

　革の表紙がぼろぼろで文字が読み取れないが、本文は綺麗なまま残っていた。

「古代文字苦手なのよね……えーっと……古来王族……魔法……？　え？」

　冒頭から衝撃的な一文である。ルキアは我が目を疑った。何度読んでも、王族は代々魔法が使える、と書いてあるではないか。

　そんなばかな、と、ページをめくれば具体的な呪文は当然載っていて、杖の振り方、箒の跨り方、召喚の仕方、魔法使いとしての心構えなどが挿絵付きで懇切丁寧に書いてある。

　表紙をよく見てみれば、『忙しい、或いは非常に忘れっぽい王族のための、魔法ハンドブック』と大陸共通文字で書いてある。昔から、呪文や儀式のやり方を忘れる王族がいたと見え、そのために書かれたのであろう。

「編纂者は、まさか王族が魔法を使えることそのものを忘れるとは、思ってなかったでしょうね……」

　魔法で民を攻撃してはいけないだとか、悪事に使うと必ず罰が下るだとか、戒めの言葉が大量に並んでいるが、それは読み飛ばして実用的な項目を開く。

「あれ？　この古い箒と棒……どこかで見た覚えが……」

　イラストを眺めていたルキアが、ああっ、と息をのんだ。

「わたしの庭で、物干しざおとして大活躍の棒よ……」

　大人の脛くらいの長さの棒二本は、庭木の枝から枝へ渡して臨時の物干しざおにしている。

　古い棒なのにやたら頑丈で、濡れたドレスを何枚も吊してもびくともしないから重宝している。

　そして箒のほうはといえば、城内の掃除用具入れに他の掃除用具と一緒に並べてある。柄が微妙にカーブしていてどうにも使い勝手が悪く、メイドたちから不人気である。

「王家に伝わる魔法道具だったら大変よ！」

　ヤシの木から飛び降りて、マリンブルーのシンプルなドレスの裾を翻して城へと駆け戻る。

　もし本当に、王族である自分たちに魔力があるのなら、国の名産品になる品物や珍しい獣でも召喚できないものだろうか、と、走りながら考える。

　部屋に駆け込み、物干しざおを二本ひっつかむ。そのままの勢いで箒も引っ張り出してみる。こちらは蜘蛛の巣が張っているのを丁寧に落とす。

「よし……やってみましょう」

　廊下で箒に跨ってみたが、このまま飛翔すると天井にぶつかってしまう。さらに壊れた城壁の向こう、道行く人たちが「ルキア様、箒は跨って遊ぶものではありません！」とわざわざ異口同音に言う。

「遊んでるわけじゃないのに！　いいわ、お庭へ行く！」

　白い石造りの回廊を駆け抜けて、城の裏庭へと向かう。

　ここは、噴火の際に火砕流が通り抜けた場所だ。この場所で会議をしていた両親や多くの重臣たちを飲み込んだ火砕流は城下町を通って海まで流れ込んだ。

　今は慰霊碑が立っていて献花が絶えない。

「お父さま、お母さま、王族に魔法が宿っていたなんて、知らなかったわ」

　慰霊碑に話しかけて、本を見ながら箒に跨る。

　ぴょん、と飛び上がってみるが体が浮く気配もない。

「練習が必要なのかしらね」

　本や杖を地面に置いて、両手でしっかり箒の柄を握る。

「飛べっ！」

　気合を発するが、箒は沈黙したまま。

　跨ったまま走り回って石段から飛び降りてみたが、浮かぶこともなく普通に着地するのみ、ルキアはがっかりした。

「魔法ってやっぱりうそなのかしらね……」

　せっかく箒を持ってきたのだから、慰霊碑の周りを掃き清める。

　不思議と心が落ち着き、ふと視界に入った杖を手に取る。実に軽い気持ちで本を開いて、呪文を唱える。

「ウォカーレ……ポームム……果物よ来い、ってとこね。珍しい品種の苗木でも降ってこないかしらね」

　ひょい、と杖を動かすと杖の先に白い光の珠が灯った。

「え？」

　白い光はたちまち活発に動き、小さいながらも五芒星を描いた。ぽかんとするルキアの目の前に、白いりんごのような果物がぼとぼとと落ちてきた。

「へ？　なにこれ！」

　ルキアの叫びを聞きつけたのだろう、城内掃除係のメイドや、大臣たちが走ってくる。

「みんな……見てこれ、空から落ちてきたの」

「空から、ですか？」

「ええ……召喚っていうのかしらね……やっちゃったみたい」

　一同揃って空を見、王女を見、王女が手にする杖を見、そして木を見る。

「不思議なこともあるものですねぇ……」

　と、メイドの一人が呟く。どうも、ルキアが召喚した、ということを誰も信じていないようである。それはそれで、なんだか悔しい気もするルキアである。

「疑ってるわね？　じゃあもう一度やって見せるわ」

　再び本を手に、杖を構える。

「ウォカーレ……ポームム……果物よ来い！」

　今度は先ほどよりもはっきりと発声し、果実そのものじゃなくて苗木がいいな、なんてことも思う余裕があった。

　先ほどよりも大きな五芒星が出現し、模様も複雑な魔法陣が誇らしげに光り輝く。おおお、と周囲がどよめいた。

　ルキアが「どう？　信じる気になったでしょ？」と言い終わるや否や、空から数本の木が降ってきた。

「きゃーっ！」

　思わず蹲るが、木はルキアの周りにきちんと並んだ。

「な、な、なにこれ!?」

「……ルキアさま、大きな音がしましたが何事ですか！」

　近くにいたのだろう兵士や庭師たちが、慌てて走ってくる。

「今度は空から木が！　木が降ってきたの」

「木？　ああ、これですかな？」

　ルキアやメイドたちが、こくこく、と首肯する。

「ふむ？」

　初老の庭師がそっと木を観察する。うーむ、と、唸って首を傾げる。灰色の瞳に困惑の色が浮かんでいるのが、ルキアにもよくわかる。

「どうしたの？」

「新種、いや……この小さな実を見ると古の仙桃に似ておる。誰か、王立研究院へ走って、植物学者のコンス先生を呼んできてくれないか」

「はい、わたしが行ってきます」

　年若いメイド、ココットがすぐにスカートを翻して走り出す。彼女は城内メイドとして働き出して日が浅いが、機転もきいて度胸もあり、いつも元気いっぱい。むろん掃除の腕も申し分なく、ルキアの部屋の掃除を任されたのをきっかけに、今ではルキアの良い話し相手である。

　ほどなくして、大きな黒いカバンを抱えたココットは、恰幅の良い老人に引きずられるようにして戻ってきた。あら珍しい光景ね、と、ルキアが小さく笑う。

「王女、仙桃に似た桃の木が降ってきたと聞きましたぞ」

「はい、教授。庭師の爺が見たところ、我が国には現在生えていない種類かもしれないんですって」

　熱心に木を見ていた庭師が、これです、と、教授に木を見せる。

「どれどれ……」

　庭師と教授が額を寄せ合い、大きな虫メガネや分厚い本を次々とカバンから取り出し、慎重に議論をする。待つことしばし、嬉しそうに教授がルキアの前にやってきた。桃の木を、赤子のように抱きかかえている。

「お待たせいたしましたな、王女。……あー、王女殿下、この木はおそらく……かつて我が国の名産品として名を馳せた桃の木でしょう」

「名産品？　これが？」

「はい。大変美味な桃でしてな、仙人がこの桃を食べるためにわざわざ天界から降りてきたという伝説がありますが、その桃がこれです。まだ実は小さいですが」

　へぇこれがねぇ、とその場にいた全員が言う。その伝説は、この国の子どもなら誰もが知っているおとぎ話だ。

「ですが、いつぞやの戦に負けて苗をごっそり敵国に持ち去られてしまい、我が国では滅んでしまいましてな。かつての敵国では、土が合わなかったらしくて苗木が育たず全滅したと言われておりましてなぁ……。いやはや、これは嬉しい復活ですぞ。研究のために、枝を少々頂いても？」

「え、あ、はい、どうぞ」

　ありがとうございます、と、頭を下げる教授と庭師は何やら嬉しそうだし、国文学の教授も伝説の桃かどうか調査したいと乗り気である。

「召喚して正解だったみたいですね、ルキアさま」

　ココットが囁き、ルキアは大きく頷いた。ちなみに二人の目線は、桃に釘付けである。ごくり、と喉を鳴らしたのはどちらか。

「王女」

　コンス教授が声をかける。

「う、はいっ、何かしら？」

「研究が済むまで食べてはなりませんぞ。それに、召喚されたばかりの若木についた実はまだ熟しておりません。食べごろはまだまだです」

「し、失礼ね！　あわよくば一口齧ってみようなんてこれっぽっちも思ってないわよ、ね、ココット」

「は、はは、は、はい！　誓って思っておりません！」

　それにしても、どうやらルキアは本当に魔法が使えるようである。ルキアは杖をじっと見る。

「桃だけじゃなくて、何かもっとすごいものが召喚できないかしらね」

　ルキアは、古文書を見ながら、杖で地面にかなり大きな魔法陣を描く。さすがに家臣たちは何をするつもりかと驚いた顔で王女を見るが、止める者はいない。

　出来上がった魔法陣の中に入って杖を構え、召喚の呪文を唱える。

　すぐに魔法陣が赤く光り、ルキアの金色の髪が風になびく。その場にいる誰もが驚いて動きを止めてしまっている。

「ウォカーレ！　何かいいもの、こーい！」

　杖を空に突きつけルキアが叫んだ瞬間。

　まるでその声に応じたかのように、黒い塊が二つ、ルキアの目の前に落っこちてきた。

「……へ？」

　砂埃がもうもうとする中、ルキアは片目を開けて空から落ちてきた物体を見た。

「……え、いきもの？」

　動いているではないか。

　一つは、全身が赤い大きな生き物。その背中には鳥とは比べ物にならないほどに大きい翼がついている。

　海からの風が周囲の砂埃を取り払う。ルキアの視線は、まっすぐにもう一つの塊へと注がれた。

　見慣れない生き物に凭れてぐったりしているのは、緋色の長い髪を首の後ろで一つにくくった青年だった。年のころはルキアと同じくらいだろうか。

　なぜか、傷だらけである。あちこち破れている灰色のシャツとズボン、履き潰したかのような茶色のブーツを履いている。ただ、腰に佩いた剣の装飾はかなり立派である。

「……生きてる？」

　ルキアが遠くから声をかける。すると、生き物の手綱を握った青年の手がピクリと動く。

　ほぼ同時に、ばさりと両翼を広げたドラゴンが、ぐああああ！　と、炎を吐き、ルキアたちは慌てて飛びのく。

「ひゃあ……ドレスが焦げるところだったわ……。え、えっと、あなたはドラゴンさん、でいいのかしらね？　ドラゴンさん、驚かせてごめんなさい。わたしたち、あなたたちを傷つけるつもりはないわ」

　言葉が通じたのか、ドラゴンと思しき生き物は黄色い瞳でルキアを見据えたあと、ゆっくりと翼と足を畳んだ。
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「ルキアさま、本当に魔法が……」

　老臣の一人が、眩しいものを見るかのように、ルキアをじっと見つめる。

「そう、みたいね……。お父さまやおじいさまも、魔法が使えたのかしらね……」

「王女、もし先代、先々代が魔法を使えたのなら、あの大噴火を魔法でどうにかされたと思いますぞ」

「そう……そうよね……」

「おそらく、先祖返りという現象でしょうな」

　突如魔法が使えるようになったルキアが召喚してしまったものは――。

　――ドラゴンと人間。

　全身が真っ赤で、長い尻尾に長い首。大きな二枚の翼を持ったドラゴンと、ぼろぼろの姿ではあるが、すらりとした若い男性であった。

　一人と一頭を取り囲んだ人は誰一人声が出せず、立ち尽くす。ドラゴンなど伝説上の生き物だと思っていたぞ、と、誰かが呟く。

「どうしましょう……こんな大きな物が落ちてくるなんて想定外だわ。そもそも、どこのどなた様でしょうね」

「お待ちください、ルキアさま。安全確認します。お下がりください」

「う、はーい」

　ドラゴンを警戒しながら駆け寄ったココットが、勇敢にも男性の顔を覗き込む。おそるおそる、長くて乱れ放題の髪をそっと掻き分ける。はっきりした目鼻立ちであることが遠目にもわかる。

「あらら、いっぱい怪我をして……意識を失っているようです。お熱もある……。わぁ！　ルキアさま、見てください！　すんごい美形です」

　美形、と聞いてルキアの目が輝く。そして、できるだけ静かにドラゴンと男性に近づく。

「わぁ……。うちの国にはいないタイプの、なんというか野性的な整った顔だと思うわ」

「若くて、美形……これはきっと……神様からルキアさまへの贈り物ですよ。ルキアさま、美形お好きでしょ？」

　それはもう、と意気込んで言いかけてルキアは慌てて首を横に振る。

「ココット、顔の美醜より、人間性、中身が重要よ」

「またまたぁ……。で、どうですか、彼、ルキアさまの結婚相手に。年も近いと思いますし、ほら、適度に引き締まった体……」

　なんてこと、と、ルキアの顔が真っ赤になった。

「そ、そう言うあなたこそお似合いよ。イケメン好きでしょう？　思い出したわ、城下町の小劇場にお気に入りのオペラ歌手がいるんでしょ」

「バレてました？　美形は目の保養ですからね」

　ふふふ、と笑いあう二人の傍で、老人たちは難しい顔をしていた。

　本当にルキアが召喚したのかどうかはともかく、この突発的に出現したお客様が「安全な人物」とは限らない。

　どこかの国が送り込んできた先遣隊の一人かもしれないし、帝国からの諜報部員かもしれない。あるいは、盗賊団の一員である可能性も捨てきれない。

　身元が判明するまで、国王と王女とは接触させないほうが良いだろう――と、家臣団は即座に判断を下した。先代の国王夫妻を喪（うしな）い、王家の正統な後継者は幼い現国王と姉王女だけになっている。二人に何かあっては、国は立ち行かなくなる。

「王女、このまま地面に転がしておくのも気の毒なので、町で一番大きい宿に運んではいかがでしょうかな？」

　と、老人が白い髭をしごきながら言う。

「あ、そうね。でもお客様よ。うちのお城に……と思ったけど、うちの客室は修繕が間に合ってないわね、残念ね」

「はい」

　老臣たちの複雑な表情に王女は気付かなかったらしい。その大らかさに安心するような、無防備さが心配になるような――……。

「ドラゴンはどうするの？　馬小屋には入らないわよね？」

「あのドラゴンはおそらく、よく訓練されたドラゴンでしょうな。だとすると、青年の傍を離れようとはしないでしょうから、一緒に宿へ連れていくのがよろしいかと……」

　そうね、と、ルキアも頷く。心配そうなドラゴンが、飼い主と思われる青年をじっと見つめている。

「ところでドラゴンて、餌は何を食べるの？　空腹で暴れられても餌が気に入らなくて炎を吐かれても困るじゃない？」

　はて？　と、その場の全員が首を傾げた。この国にドラゴンがいたことはないため、ドラゴンの餌や習性についての情報もない。

「ルキアさま、さっきの魔法陣でドラゴンの餌を召喚してはどうでしょうかな」

「あ、そうね！　やってみるわ」

　魔導書を開いて魔法陣を描く。光りはじめた魔法陣の中で、ルキアが叫ぶ。

「ウォカーレ！　ドラゴンの餌、こーい！」

　どどどどどどー……と大量の、見たこともない赤いものが空から落ちてきた。慌ててみんなで拾い集める。どうやら、野菜かフルーツのようである。

「爺……餌が、植物でよかったわね。これが肉食ドラゴン用の、生餌とか生肉とかだったら大変だったかも」

「召喚はよくよく気をつけねばならんということでしょうかな……」

「そうね……もっとも、人とドラゴンを召喚しちゃったあとで反省しても遅いわね……」

　爺と呼ばれた老人も、苦笑いを浮かべている。ふと視線を感じてルキアが顔をあげると、青年がいつの間にか意識を取り戻してルキアを見ていた。視線がぶつかり合い、ルキアの心臓がどきどきする。

「あ、あの、大丈夫……ですか？」

　引き寄せられるかのように駆け寄って、苦しそうに顔を歪める青年の傍に座り込む。

　白い肌に緋色の髪と青空をとかしたような青い目。髪も目もどちらも、この国にはない色だ。

「あなたが……俺を……」

　かすれた声で何か言いかけたが、青年は激しくせき込んでしまう。大丈夫か、と言わんばかりのタイミングでドラゴンが鼻先で青年を突く。と、青年は嬉しそうにそっちを見た。

「お前も無事だったのか、よかった……」

　そう言ってドラゴンの鼻先を優しく撫でて、青年は再び目を閉じる。

「……食べる？」

　ルキアがそっと、ドラゴンにフルーツを差し出す。ドラゴンは匂いを嗅いだあと、ぱくっとくわえて青年のお腹の上に置いた。

「飼い主の許可なく食べないってことかしら？　それとも、分けてあげたの？」

　ほどなくして担架が用意され、美しい青年が運ばれていく。その上空を、ゆっくりとドラゴンが伴走するように飛ぶ。青い空に赤い体が映えて、思わず人々はそれを見送る。

「へぇ……ドラゴンと飼い主の絆ってすごいのね」

　まぶしそうに見ながらルキアが呟いた。










　ドラゴンと傷だらけの美青年が空から降ってきて、はや数日。

　城内も城下町も、その話題でもちきりだった。無理もない。大災害以降、この国は娯楽や明るい話題に乏しく、今回久しぶりに刺激的な出来事が起こったのだ。興奮するなというほうが無理だろう。

　そして謁見の間では、国王、ルキア王女、宰相らによる会議が開かれていた。宰相がドラゴンと傷だらけの美青年の現状を報告している。

「宿屋の周囲は物見高い人が頻繁に訪れ、窓から中を覗き込もうとする者が続出しているようです」

　ルキアはそわそわと落ち着かない。理由もなく金髪を綺麗に結ってみたり、ドレスの皴を伸ばしてみたり。

「ね、宰相、そろそろ高熱は下がったころかしらね」

「……そうですな」

「そろそろ、お名前くらいしゃべってくれたかしらね」

「……そうですな」

「そろそろ、一言ご挨拶に行ってもいいかしらね」

「……そうですな」

　傍らにいる宰相の返事のトーンが素っ気ないものであることには気付きもしないルキアは、窓を全開にして宿屋の方向を見てはため息を吐くのが日課になっている。幸か不幸か宿屋の屋根にはドラゴンが座っていることが多い。そのため、城からでもどこからでも、宿屋の位置がはっきりとわかるのだ。「ああでも、いきなり押しかけたらご迷惑よね！　どうしましょう」

「それならば使者を先に出せばよろしいかと……って聞いておられない」

「ああ……一日も早くお元気になってくださると良いのだけれど……でもそうなると、お国に帰ってしまわれるわね……」

　それはもう完全に恋する乙女の姿なのだが、本人にその自覚はない。純粋に、怪我を負った青年を心配しているのだと言い張る。

「ルキアさま、そんなにそわそわなさるなら、いっそ宿屋へ行って彼の様子を直接ご覧になってきては？」

「え、でも、突然行くなんて……お部屋に二人っきりになったら……」

「小なりといえども王女殿下を一人で他国の者と接触させるわけにはまいりませんからな、医官と護衛をつけますので心配無用……いや、残念ながら、と申し上げたほうがよろしいか」

　と、ついには宰相に言われてしまったルキアは、真っ赤になりながら、行ってきます、と元気よく告げ、いそいそと部屋を飛び出してしまった。宰相の命令で、護衛が二人慌てて追いかけていく。

「姉上――ああ、行っちゃった。お見合いしたことも、お見合いを新たに申し込んだことも、忘れているんでしょうね」

　と、国王が山のような書類を指さす。幼い顔に「どうしよう」と書いてある。

「陛下、ルキアさまが思い出すまで、中断でよろしいかと存じます」

「そうだね。楽しい時間も、必要だもんね」

　玉座からぴょこんと飛び降りた国王は、書簡をざっと集めて傍らの籠へとしまう。

「そこの棚にでもしまっておいてください。姉上の視界に入らないように」

「承知いたしました」

　そのころ城下町は、ドラゴンと美青年の話題で盛り上がるどころかお祭り騒ぎだった。

　宿屋は毎日見物客が現れ、この時期に港に着くことになった、他国の貿易船の船員たちも興味津々の様子だった。いつもは物資補給が済み次第さっさと帰るのにわざわざ宿屋へドラゴンを見に来る有様だった。

　人々の注目を浴びていることを知っているのだろうか、ドラゴンは、これまた積極的に愛嬌を振りまく。そのため、そのまま宿屋に泊まったり、近所の飲食店を利用したりする人がいて――宿屋の周りはドラゴン特需で潤った。

　だが、ちっとも美青年の身元がわからない。意識を取り戻した本人が、なかなか口を割らないのだ。何者なのかわからないまま、日にちだけが過ぎていた。役人たちは焦って警戒を強めているが、ルキアはそれほど心配はしていなかった。

　ルキアは、短期間で数多くお見合いをした。つまりは、短期間に多くの男を見たのである。その結果、この世にいろいろな男がいることを知ったし、ダメな男の見抜き方もなんとなく悟った。だから、

「彼は、そんなダメ男ではないと思うのね……」

　と、御前会議で進言してみたが誰もルキアの意見を支持しない。腕利きの諜報員はそんなものです、という意見が即座にあがり、恋は盲目だの見る目がないだの男の手練手管をご存知ないだの散々な言われようで、ルキアはぷくっと頬を膨らませた。

「こんにちは……」

　護衛官がドアをそっと開け、素早く室内に目線を走らせてからルキアにかわる。ベッドに凭れた青年が王宮医官からの質問に答えている。王宮医官がルキア王女であることを青年に告げた。

「王女殿下……わざわざいらしてくださったのですね」

　艶のある少し高めの声がルキアを迎えてくれる。険しい雰囲気を纏っているのは、しかたないだろう。

「お熱がようやく下がったと聞きました」

「はい、おかげさまで……」

「あの、入っても……？」

「俺は構いませんが……」

　青年が、傍らの医官に視線を移動させる。それを追って、ルキアもそちらを見る。

「熱が下がったばかりですからな……まぁ、少しおしゃべりするくらいなら良いでしょう。どうぞ、王女」

　おっかなびっくり入ってくるルキアを見て、にこ、と笑ってはくれるものの、それは「口角をちょっと持ち上げて笑う顔を作った」ものである。そしてさっと目線をそらしてしまう。長く無造作に伸びた、赤い前髪の間からは、空色の目が微かに見える。警戒しているのか、その眼差しは強く鋭い。

「お見舞いに手ぶらというわけにいきません。お花を持ってきたんですけど……」

　これを、と、呟くルキアの手には、黄色や赤といった鮮やかな花が何本も握られている。実は城を飛び出してすぐ、お見舞いを持っていないことに気付いたルキアは、護衛官二人と一緒に城の花園へ飛びこんで、花束を作ったのだ。

「綺麗な花ですね。ありがとうございます」

　見たことがない……と、青年は珍しそうに花を見る。

「うちの国ではそこかしこに植えられているんですよ。今日は赤と黄色にしましたけど、他に白とピンクもあるんです」

「へぇ……花と葉の感じから、百合の仲間かな……こちらが今の季節だとうちは少し寒いから三の月に咲くだろうな」

「植物にお詳しいの？」

「あ、いや、森の奥にある離宮にいると嫌でもいろいろ覚えてしまいます。俺の母も花が大好きで、毎月いろいろな花を咲かせていたので……」

　と、ついうっかりしゃべったのだろう青年が、慌てて口をつぐむ。

　それに気付いたルキアがほんの少し、傷ついたような表情を浮かべた。が、すぐに元に戻す。

「花瓶は……ありますか？」

「いや、ないみたいです」

「じゃあ、宿の人に借りてきますね」

「お願いします」

　パタパタと軽い足音を立てて部屋を飛び出したかと思うと、廊下で何やら話し声がし、再びパタパタと戻ってくる。医官が扉を開けながら「王女殿下、爺やに見つかるとはしたないと叱られますよ」と注意するがルキアはお構いなしだ。

「お待たせしました。水も入れてもらったからすぐに活けますね」

「お願いします」

　白い花瓶を窓際に置き、花をそっと活けていく。

「ほう、大したもんですな。王女は、フラワーアレンジメントの心得がありましたかな？」

　医官がルキアの手元を覗きながら言う。

「いいえ。でもね、先生。母が得意だったので、横で見て覚えちゃったみたいなんです」

「そういえばお城の正面玄関、いつも季節の花が飾ってありましたな。あれはいつも王妃さまが……」

「あ、言われてみればそうだったわね！　すっかり忘れてたわ。お母さまの楽しみだったのよ。あれ、復活させようかしら」

「是非に」

　ルキアが二つ目の花瓶を借りに行ったり落ちた葉や茎を掃除したりと、くるくると動きまわる様子を、青年はどこか探るような目で見る。ルキアはそのことに気付かないようだが、医官と護衛官はしっかり見ている。

「よし、できた！　どうかしら？」

「おお、ルキアさま、病室が明るくなりましたぞ」

　ほう、と、美青年も目を丸くした。明るい色の花が窓際に並んでいる。それだけで太陽光を室内に導いてくれるような眩さがあった。

「王女殿下、ありがとうございます……」

　初めて青年が、ルキアをまっすぐ見た。視線がほんの一瞬交差し、慌てたルキアが目元を染めて俯いてしまう。

「王女、いい花を選ばれましたな。水換えは宿の女将に頼みましょう」

「あら、女将さんのお仕事を増やしちゃったかしら」

「そのくらいなら、俺が……。せっかく、王女殿下がお持ちくださった花ですから、少しでも長持ちさせたい」

「嬉しい」

　にこっ、と屈託なく笑うルキアの笑顔に、青年は面食らったように目を瞬かせる。と、橙色に染まり始めた窓の外で教会の鐘が鳴った。

「ルキアさま、そろそろお城に戻るお時間では？」

「ああ、そうなのよね……」

　はぁ、と肩を落とすルキアの手に、青年がそっと触れた。ルキアが驚いたように青年を見た。

「……王女殿下であらせられるのに……働き者の手ですね」

「え？」

「いえ、なんでもありません……失礼いたしました」

　言いながら、騎士が姫君にするように手の甲にキスを一つ。途端にルキアの顔がこれ以上ないほど真っ赤になった。キス!?　と、素っ頓狂な声をあげたきり、何か言わねばと口をパクパクさせるばかりのルキアを見て、医官と青年は目を丸くしたのち、目元をやわらげた。

「……先生、王女殿下は思いのほかその……」

「はぁ、呆れるほどに初心です。そうですな、王女」

　んもーっ、と医官をぽかぽか叩くルキアを見て、青年がくすくす笑う。

「王女殿下、よろしければまた――お花をお願いしても？」

「はっ、はいっ、喜んでっ！」

「楽しみにしています」

「では王女、急ぎ足でお城へ戻りましょうかな」

「は、はーい」

　よほど青年の言葉が嬉しかったのだろう。すっかり舞い上がってしまったルキアを促し、医官は部屋をあとにした。






　城へ到着した医官はすぐさまルキアとともに会議に参加し、今わかっていることを報告した。

　彼の背中、そして、右腕と左の手首には大きな切り傷があること。

　左の太ももには矢を受けたような深い傷もある。いずれもできて数日以内の、新しいものである。

「他にも傷跡はいくつもあり、まるで戦場にいたかのような傷ばかりです。むろん、異国には苛烈な訓練を積む軍隊もあるにはありますが、あれは実戦でついた傷と思って良いでしょう」

「医官、ではお客様――彼は、軍人さんですか？」

　と、不安そうに王が尋ねる。

「左様……全身無駄なく鍛えられているし、剣だこもあるので、ほぼ間違いなく軍人でしょう。そして、森の奥に離宮があり、ドラゴン部隊や竜兵隊と呼ばれるようなものを持っている国の出身――ということになりましょうな」

　どこの国だ、と大臣たちが頭を抱えた。

「手掛かりは、ドラゴンであろう。が……ドラゴンを戦闘で使う国は、近隣でどこがあるだろうか……」

　老臣が唸る。属国の中で空挺部隊を持っている国はいくらかあるが、それらの国がドラゴンを所持しているかまでは、定かではない。

　そもそも問題なのは、近隣の国でそのようないわゆる戦闘状態にある国がないということである。

「わたしの魔法がどこまで及んだのかわからないわ。近隣諸国だけじゃなくて大陸全体に捜索範囲を広げてね。帝国の人かもしれないし、うちから一番遠い国の人かもしれないわ」

「承知いたしました」

　幸い、ルキアのお見合い大作戦で、属国各国とは手紙のやり取りをしているし、先方の城や帝国で王子や要人たちと会ったこともある。つまりは、各国の『ほぼ最新情報』が揃っているのである。

　お見合い相手のデータをまとめた羊皮紙を、大臣たちが覗き込む。ルキアが見ても何とも思わない項目を、それぞれが考察し、国の状態がどんどん暴かれていく。

「対象を属国全域に広げてみましたが、やはり、現在戦闘状態の国というのが見当たりませんな」

　老臣の一人が眼鏡を外しながら呟く。

　多少の小競り合いはあちこちであるものの、パーフィリー帝国が、属国同士の激しい諍いや戦闘を嫌うので、極力話し合いで問題解決するのが慣習なのだ。もちろん、国同士のこと、話し合いだけで解決せず已む無く武力衝突になることも、ないこともない。

「戦闘状態の国はない――。なら、竜騎士団とかドラゴン部隊とかはどう？」

「ルキアさま、ほんの数年前までは隣国に竜騎士団が小規模ながらあったようですが、今はいないようです」

「皇太子殿下も、そんなことはおっしゃってなかったわね」

「もしかしたら……国同士の争いではなくて、内乱かもしれないわね……」

「ルキアさま、それだとしたらなおのこと、国の特定は難しいでしょう。内乱状態にあるなど、とりあえずは隠しますから……」

　束になった羊皮紙をせっせとめくりながら若い官吏が言い、大臣たちが頷きながら互いに目配せをする。

　どこかの内乱状態にある国の軍人であるなら、城や王族にうかつに近づけるわけにはいかない。どんな火の粉が降り注ぐかわかったものではない。

　それに、マイスタンタンほどの弱小国に何らかの目的を持ってスパイを送り込んでくる物好きはめったにいないと思うが、それでも王と王女に何かがあってはいけない。王家の血筋が途絶えてしまう。

　というのも、長子相続が原則であるのにマイスタンタンの国王には子がいない。したがって正統な王位継承者が不在なのである。もっとも王が成長すればただちに王妃が選ばれ子もできるであろうから、民は王のすこやかな成長を願っているのである。

　もちろん例外として、王に子がないまま玉座が空になったときは、王の血族が王位を継ぐことが可能である。しかしそれも現在の王国では、姉であるルキアただ一人である。王と王女に何かあれば、王家はなくなってしまうのだ。それより何より、姉弟に何かあれば、復興途中の民が意気消沈してしまう。

　だから、何が何でも二人は守らなくてはならない。

　そこまでわかっているのかどうかはさておき、幼い国王は素直に「もうしばらく気を付けておきます」と頷いてくれた。だが肝心のルキアは上の空。窓から、宿屋のほうを見つめている。

「姉上？」

「彼はどうしてあんな傷を……誰が……ああ、気になるわ……」

　やれやれ、と弟がため息を吐く。

　姉がここまで恋に盲目だったとは思いもしなかった。

「……姉上が本格的に惚れてしまう前に、素性がわかるといいんだけど」

　幼い国王の言葉に、一同、首肯した。

















３　彼の素性












　ルキアが花を届けはじめると、殺風景だった病室はあっという間にカラフルな花でいっぱいになった。

「ルキアさま、窓際にはもう花瓶が置けませんね」

　そう笑う彼は、慣れた手つきで花瓶の水を換え、枯れた葉を取り除く。ルキアの訪問が効果を発揮したのかどうかは定かではないが、いくぶん元気を取り戻したようであった。声にも表情にも明るさが少し戻っている。

「それにしてもルキアさまは、俺のことを何もお尋ねにならない」

「え？」

「いや……素性の知れない、黙秘を貫く怪しげな男と親しくなって、家臣団はさぞ心配されていることでしょう」

　皮肉交じりの哀しい笑みを向けられ、ルキアの心が痛んだ。

「あなた様がどこの誰でも構いません」

「え？」

「だってあなたは、悪い人には見えないもの……って、ごめんなさい、わたし勝手なことを……」

「これは、まいったな……」

「え、えと、あの……ここにいたいだけいてくださって構いませんから！　……って、これも、みんなに叱られちゃうかしらね……」

　くしゃり、と赤い前髪をかき上げ、付き添いの護衛官たちに視線を投げる。

「君たちの王女殿下はお人よしというか、器が大きいというか……」

　すっかり顔馴染みになっている護衛官たちは、苦笑を浮かべる。護衛官の一人が口を開いた。

「大らかなお育ちの王女殿下ですからね、人を疑うことを知りません。俺たちはそんなルキアさまが傷ついて泣くようなことのないようお守りしています」

　ふうん、と空色の瞳がスッと細められた。

「なるほど、これはずいぶん民に愛されて大切にされている王族なわけだ」

　それはちょっとニュアンスが違いますね、と、ルキアが首を横に振る。

「どういう意味ですか？」

「うちの国はただでさえ人数が少ないでしょう？　そこにあんな大災害で……運よく生き残った人たちも命からがらでしたし……。そうね、今にして思えば、これだけの国民がよく残ったと思うくらいです」

「なんてことだ……。大変な災害だったとは聞いている……」

　青年がこの国に来て一番に驚いたことは、微細な揺れが日に何度もあることだった。場合によっては、地の底から獣が吼えるような声が響いてくることもある。マイスタンタンの住人は、それらを敏感に察して、危険な揺れかどうかを瞬時に判断しているらしかったが、青年はそれができない。揺れるたびに、驚いてしまう。

「たぶん……身内が全員無事だった人なんていないと思います。だから生き残った国のみんなは家族みたいなものなんです。そのせいもあって……お互いをとっても大切にするんです。またいつ喪ってしまうかわからないから」

　ルキアが少し寂しそうに、窓の外を見る。つられて、青年も外を見る。

　キラキラとした陽光が降り注ぐ港や、元気よく営業をしている宿屋やテーラーに雑貨屋、小さなカフェといったこざっぱりとした商店が並ぶメインストリートは、表向き災害からの復興が済んでいる。だが、一本路地を入れば焼け焦げた木が倒れていたり固まったままの溶岩が転がっていたりする。

「路地裏に転がしたままの大きな岩や倒木があるのをご存知かしら？」

「え？　ああ、はい。ここからもちらりと見えますね」

「あんなものは、真っ先に撤去するのが本来なのでしょう。でもね、あれを撤去するには人とお金と、大きな特殊な道具がいるんですって。どんな道具なのか、わたしは見たことがないのだけれど」

　ああ、なるほど、と、青年は頷いた。それらを捻出するだけの余裕が、この国にあろうはずがないのだ。

「だから王女は外国との縁組みを望んだのですね……」

　そこまでご存知でしたか、と、ルキアは微笑む。

「わたしは小なりといえども一国の王女です。この身を差し出せば、いくらかのお金にはなるでしょう」

「それでは、愛のない結婚……お金のための結婚ではないですか」

　青年が思わず声を荒らげ、対してルキアはきょとんとして首を傾げた。

「問題ありますか？　民を守るためなら、そのくらいどうってことないんです」

　ルキアが、病室の窓を開けた。海風が吹き込んでルキアの金の髪を揺らす。

「うーん、いい風！」






　翌日、彼はなんと、朝と夕方、ドラゴンに跨って空を飛び始めた。近隣の子どもたちは大喜びであるが、マイスタンタン側の警備担当者たちは気が気ではない。理由も目的もわからず不審者に空を飛びまわられて喜ぶ警備担当はいないだろう。

　そして、一日だけでなく、その次の日も、さらに次の日も、朝と夕方、ドラゴンに跨る。

　ルキアは、凛々しい彼の姿を見て、

「カッコいい……！」

　などと歓声をあげているが、警備隊も老臣たちも、険しい顔で朝な夕なにドラゴンを睨みつけている。

　如何せん、今までドラゴンを飼ったこともなければ、ドラゴンに襲われたこともない。活発に動き回るドラゴンに対してどうしたらいいのか、さっぱりわからないのだ。

　その日も、双眼鏡でドラゴンを見張っていた警備兵の一人が、

「あっ！」

　と、素っ頓狂な声をあげた。さすがにルキアが、

「どうしたの？」

　と、首を傾げる。

「ルキアさま、ドラゴンの力は凄まじいです……」

「何かあったの？」

「はい。城前広場の東側を陣取っていた巨岩を、ドラゴンが砕いてしまいました」

「まぁ！　土石流の残りを取り除いてくれたのね。助かるわ！　お礼を申し上げなくちゃ」

　ああそうですね、と警備兵は満面の笑みのルキアにつられて頷きかけたが、警備隊長がものすごい表情で首を横に振っている。

「ルキアさま！」

「なにかしら」

「何でもかんでも良い方向に解釈しないでいただきたい！」

「まぁっ、警備隊長、まるで彼が悪人のような言いぐさね」

「王女！　彼は国籍も名前も年齢も何もわかっていないのですぞ！　悪人か善人か判断しようもありません。そのことをお忘れなきよう」

　そう言って警備隊長は部下を数人連れて広場へと走っていく。そのころにはドラゴンと美青年は悠々と宿屋へと戻っている。

　ルキアも警備隊長たちとは別の意味で、気が気ではない。

「このまま――……元気になったその時には、お国に帰ってしまわれるのかしらね……」

　このところ、城の窓からドラゴンに跨る彼を見つめていたルキアは少し、いや、相当寂しそうである。

　挙げ句、城の警備部隊が、空からの襲撃があった場合にどうやって防戦したらいいのかわからず右往左往しているのを尻目に、

「もっとこちらまで遊びに来てくださればいいのに」

　などとうかつな発言をする始末であった。ついには城の警備隊長に危機感が足らないと御前会議で叱られてしまった。

「彼は――悪い人ではない。わたしは、そう信じているわ……」

　実際彼は、三十分ほど飛行したあと宿屋に戻っている。その間に誰かと接触することもなく、まっすぐに宿屋に入っていく。むろん、宿屋に誰かが待っていることも、空中に誰かがいることもない。

「きっと、このままここに居ていいのか、速やかに立ち去ったほうがいいのか、悩んでいるのよ。……もしかしたら、帰る場所がないのかもしれないわ」

　賛同者ゼロであっても、恋は盲目だと言われようとも、ルキアは彼を信じていた。






　彼の身元が明らかにならないまま、じりじりと日にちばかりが過ぎていった。

　警備部隊は日に日にピリピリするし、彼を根拠なく信じ続けるルキアへの風当たりも強くなりつつある中、事態が急に動き始めた。

　そのきっかけをくれたのは、他国から荷物を運んできた貿易船の船員たちだった。

「この町に、赤い髪の若いドラゴン使いがいるって聞いたんだけどよ、赤い髪のドラゴン使いって言ったらよ、グランセ王国のバトラー王子じゃないのか？　森で死んだって噂が流れたけどよ……」

　夕方、港にほど近い宿屋の一階にある食堂で、お酒をあおりながら声高にそう繰り返す中年男がいた。

　それを聞きつけたのが、お城での居心地が悪くて逃げ出してきていたルキアだった。厨房で皿洗いの手伝いをしていたルキアの目が輝く。

「グランセ王国ってお隣じゃない！　詳しく知りたいわ」

「彼らは荒くれ者で酔っています。テーブルに行くのはやめたほうが……」

「女将さん、心配しないで！」

「でも！」

「彼の身元がわかるかもしれないの。お願い！」

　尚も静止する声を振り切ってさっそく彼らのもとへ飛んでいく。酒樽を店の隅から引っ張ってきてそれに腰かけ自分も仲間に加わった。王女ルキアだと一目でわかってしまう派手な金髪を隠すためとっさにスカーフを巻きつけることも忘れない。

「ねぇねぇ、その話詳しく教えて」

「んあ？　ねーちゃんもしかして……ここの王女サマか？」

「まさか！　目の色がおんなじだからよく似てるって言われるけど別人よ。血縁でもないわ。王女サマは今頃お城で寝てるんじゃない？」

　とっさによくもこれだけするすると嘘の言葉が出てくるものだ、と、ルキアは内心苦笑した。

「がはは、いくらなんでも、王女殿下が俺たちに酒を注ぐはずねぇか！」

「そうよ、はい、もっと飲んで」

　言いながら、ルキアは男の空になったジョッキに麦酒を注いで回る。

　心配そうな顔で、宿の女将や、近頃すっかりルキアの侍従と化してしまった王宮医官が厨房から見ているが、ルキアは「大丈夫！」と小さくサムズアップをしてみせる。

「グランセ王国の、王子ってハナシだけど……」

「ああ、それな。俺よりも、こっちに座ってる料理長が詳しいぜ。確か――数年前に皇太子の座を巡って兄弟仲が決裂したってハナシだったよな、料理長？」

　そうだぜ、とでっぷり太った髭面の大男が頷いた。彼がどうやら料理長らしい。どこの料理長なの？　と喉まで出かかった言葉を寸でのところで飲み込んだルキアは、女将が運んできた素揚げしたじゃがいもに、手際よく塩を振っていく。

「俺ぁ……王都の出身だから、こいつらよりいくらか詳しいんだ」

「わぁ、聞かせて聞かせて！」

　一体どこで覚えたのか、ルキアはにこっと微笑みながら麦酒を注いで料理長に持たせる。

「数年前のことだが、国王が引退をほのめかしたのがきっかけで、第一王子派と第二王子派に宮廷が真っ二つに割れてなぁ……。陰険な権力争いが続いて、帝国にも注意されてたんだが、とうとう最後は王都のはずれにある荒野で武力衝突になって、負けたほうが、離宮に飛ばされたんだ」

　船員たちもなんとなく知っているエピソードらしく、じゃがいもを摘まみながらうんうん、と頷いている。

「その王子兄弟ってのが異母兄弟でな。そもそも母親同士が犬猿の仲というか……。母も子も揃って優秀で民からの人気が高い第二妃親子を、王妃が怖れて玉座から遠ざけたかったのが真相だろうな」

　でっぷり太った料理長が骨付きソーセージを豪快に食べ、麦酒をごくごくと飲む。

　その合間に、第一王子ブーレ殿下派と王立軍が手を組んで、第二王子のバトラー殿下には少数精鋭で王国最強と誉れ高い竜騎士団がついた、などとペラペラ上機嫌で話してくれる。

　ふぅん、とルキアは小さく頷いた。ブーレとバトラー、二人の王子の名を頭に刻む。

　皇太子の座を異母兄弟が争う、よくあるエピソードである。

　我が子を王位につけたい母はいつの時代も、どこの国にでもいる。そのため王宮内で血が流れることも珍しくないのだ。

「グランセ王国は今、どうなってるの？」

「勝ったほうのブーレ王子派がしたたかでなぁ……。国王が病に臥せってるのをいいことに勝手に勝利宣言して、異母弟の存在を抹殺しようと必死だぜ。なにせバトラー王子と国王の第二妃プリミエラさまが、戦いに負けてなお人望があってな。復権されたら困るから、今でも工作は欠かさないんだぜ……。玉座への執着ってのか、恐ろしいよな」

「ふーん、工作って何するの？」

「姉ちゃん、やけに熱心だな」

　じろりと料理長に横目で見られてルキアは少し慌てる。

「え、だって……ほ、ほら、よその国のお家騒動って気になるでしょ？　この国はそんなことするほどの人数がいないし……」

　言いながらルキアが、おかわりのソーセージとじゃがいも、白身魚のフリッター、チーズ、新しい葡萄酒を数本、テーブルに置く。みんな食べて、といえばあちこちから太い指が伸びてくる。

　女将の目が点になった。これらは、この店のメニューではない。すると、古い棒――魔法の杖を握ったルキアが小さくウインクをしている。

「女将……あれはきっとルキアさまが魔法の応用で取り寄せた料理でしょう」

　医官が苦虫を噛み潰したような顔で言い、女将が深く息を吐いた。

「ちゃんとした料理が適切な量で出てきてよかったですな……。フリッターが天井から降って来たり、酒が床から湧いたりしたら、大騒動でしたぞ」

「本当に……。ついさっき、何が召喚されるか、魔法がどう作用するかわかったものではないから、魔法の使用は禁止と陛下に命じられたって嘆いていたのに……」

　医官も頷いた。ルキアが魔法の練習に熱心なのは周知の事実だが、まだまだ失敗のほうが多い。そのことに頭を抱えた国王が姉を注意したのだが、素直に弟の言うことを聞く姉――ではなかったようである。

　一方、宴席は新しい料理の出現に大いに盛り上がっている。

「んあ――うら若きお嬢ちゃんに聞かせるにはちっと酷かもしれねぇが……」

「大丈夫、あたしこう見えても相当タフだから！」

「……今年のやり口は酷かった。プリミエラさまとバトラー王子に、謀反の疑いをかけてさ、小さな離宮へ大軍を送り込みやがったんだよ、第一王子は。気の毒に、バトラー王子と相棒のドラゴンは激しい戦闘の果てについに命を落とし、プリミエラさまは拘束されて王城の地下牢に繋がれたって話だ」

　彼らの口ぶりから察するに、どうやら彼らは、第二王子母子が謀反を起こしたとはまったく思っていない。むしろ、皇太子とその母親が仕組んだ陰謀だと推測しているようである。

「あら、じゃあ無実の罪で拘束されてるその――プリミエラさま？　お救いしないといけないわね」

　ああ、そうだな、と男たちが次々に頷く。

「あんた、話のわかるねーちゃんだな。ま、バトラー王子と竜騎士団がいりゃあ、すぐだ」

　料理長の音頭で、乾杯、と男たちがジョッキを宙でぶつけ合う。アルコールがずいぶん回っているのだろう、男たちの気分も上々らしく、お酒も料理もハイペースで進み、男たちの口も軽くなる。

「そのバトラー王子は、赤い髪のドラゴン使いなんでしょ？　弟がドラゴンを操れるなら、第一王子のほうもドラゴンに乗れるんじゃないの？」

　と、ルキアはふと疑問に思ったことを尋ねてみた。

「いや、ブーレ王子はどっちかってーと、文官ってタイプだな。ドラゴンに乗ったという話はついぞ聞いたことがねぇ。属国で、黒目黒髪黒服の冷酷王子って言ったらブーレ王子のことさ。穏やかな顔して、腹んなかも真っ黒だ」

　ルキアの中で、少しずつ情報がまとまっていく。

　隣国には、二人の王子がいる。兄がブーレで弟がバトラー。

　兄は黒髪黒目、弟は赤髪に空色の目。

　兄は文官タイプ、弟は竜騎士。

　兄は弟を疎ましく思い国から追い出し――弟は生死不明のまま行方知れず。

　そしてこの国には――身分を頑なに伏せたままの、赤髪に空色の目、ドラゴンを従えた若い男性が保護されている。

　酒の勢いもあってさまざまな雑談をはじめた彼らの話に耳を傾けてみる。

　彼らはただの船乗りではない、と、ルキアは確信を持った。おそらく彼らは第二王子の部下か、第二王子を慕う一派だ。

（貿易をしながら第二王子を探しているのね、きっと……）

　怪しまれない程度に相槌を打ち、料理を運んで取り分ける。

「しかし――奇妙なことに死んだって証拠がないし、第二王子の葬儀もまだだ」

「おう、プリミエラさまの裁判も開かれる気配はねぇって本国から知らせだ」

「だからやっぱり……第二王子が命からがら逃げ延びて、この国へたどり着いていても、俺は驚かねぇよ」

「あぁ、俺もだ」

　男たちがしたたかに酔ったのを見届けて、険しい表情のルキアはそっとその場から退散した。

　女将と医官がさっと近寄ってきて、裏口から静かに城へと帰る。

　すっかり周囲は静まり返り、白く明るい月が夜道を照らしてくれる。満潮の刻限が近いため、波の音と潮の香りが強い。

　海風に金髪を遊ばせながら、ルキアは大きなため息を吐いた。

「先生、わたしはまだまだダメね……」

「王女？」

　ルキアはつい先日、第一王子、つまりブーレ皇太子とお見合いをしている。

　顔を合わせたときの感じでは、そのような――異母弟を蹴落とすために策略を巡らせる男には見えなかったのだ。

「王女、あの男たちの話を信じるのですか？」

「そのまま全部を信じるわけにはいかないけれど……調査してみる価値はあると思う。というか、今はもう、それにすがるしかないでしょう」

「ではさっそく、陛下にご相談――といっても、もうお休みでしょうね」

　国王は幼い。今頃、夢の中だろう。

「それにしても、わたしの男を見る目がなかった、ってことね……。王子殿下がもうひとりいらっしゃったなんて全く教えてくださらなかったわ……」

　お見合いをしたのはグランセ王国の王城、しかも後宮へと招かれた。

　お城の中にも、城下町にも、第二王子の存在をうかがわせるようなものは全くなかったし、話題にも出なかった。

「それはつまり、ブーレ皇太子が弟のバトラー王子の存在を本気で消し去りたいと思っていて、それを実行したことの証拠にも思えますな……」

　医官の小さな声が、波の音に攫われて消えていく。

「あのお城のどこに――プリミエラさまが本当に捕らわれているのか、捕らわれているならどこにいらっしゃるのか、それくらい知りたいけど……」

　マイスタンタン王国からは、他国にスパイを送り込んでいない。そのため他国の情報を得るのが難しい。ルキアの目は自然と魔法の杖へと向けられる。

「――また、魔法が使えると良いのだけど……」

　このところ魔法の練習のため日常的に持ち歩いている杖を振ってみるが、ピカとも光らない。

「さっきのお料理、あれができたのが奇跡よ」

　医官が小さく笑う。

「王女、残念ながらまだうまく魔法がコントロールできないようですな」

「コントロールの仕方が、そもそも、よくわからないのよ……図書館で見つけた魔術書がとても曖昧でねぇ……」

　古代語で書かれた書物によると、『魔法を発動させる際は往々にして、しゅっ、と己の神経をとがらせて、すうーっと体内の魔法を整え、しかるのちに、一気に、しゅばばばばっ！　と脳内イメージを魔力に乗せて体外に向けて発動し、対象を変換させるのが基本』なのだそうである。

　ルキアにはこれがちっともわからない。そのため、魔法を日常生活に活用できずにいるのだ。唯一の王族である弟にも見せてみたが、

「さっぱりわかりません。そもそもぼくに魔法はないみたいです」

　と哀しそうな顔だった。

「ふむ……つまるところ、精神統一ののち脳内でイメージを具体的に描き、どのように変化させたいかを考えてみる、ということではないですかな？」

　と、医官が呟く。

「具体的に……」

　ルキアはちょっと目を閉じて、魔法の杖をくるくると手の中で弄ぶ。医官は魔法が暴発しやしないかハラハラするのだが、ルキアはお構いなしである。

「お城は重厚な石造りで尖塔が三つ。緋色の絨毯だったの。そこで出迎えてくれた皇太子のブーレ殿下は、黒髪黒目で……」

　ルキアが詳細な風景を思い出した瞬間、魔法の杖が光って医官の手の中に手鏡が出現した。

「おおっ、ルキアさま、これがブーレ殿下の今のお姿では？」

「どれどれ……あ、そうよ。この方がブーレ殿下で、一緒に歩いている人が爺って呼ばれている方だったわ」

「ここは……お城でしょうかな？　石造りで緋色の絨毯ですが……」

「そう、そこ！　だけど……わたしたちが歩いたところはもっと明るかったわ。やけに暗いわね」

　地下通路のようなところを、二人が歩いていく。それぞれが手燭を持っていて、太い蝋燭が立っている。灯りといえばそれだけである。

　ブーレ王子が、険しい顔で何かを言いながら木製の扉を拳で叩いた。が、扉は開かない。再びどんどんと叩く。だが、やはり扉は開かない。

「開けろ、開けない、で押し問答しているのかしら？」

「そのようですなぁ……」

　声が聞こえてこないのがもどかしいが、親しい間柄の相手を訪問しているというわけではないことは一目瞭然である。ついに剣を抜いたブーレ王子が体当たりで扉を破り、室内に踏み込んだ。

　そこで画像は乱れて消えた。

　ルキアは、思わず息を止めていた。少なくとも、ブーレ王子はお見合いの時に見せた穏やかさとは別の顔を持っている。そして、あの国には何か表ざたになっていない秘密がある。

「ルキアさま、今見たことは今しばらく内密に」

「え？」

「あれが現実であるかどうか証拠がありません。ルキアさまのお気持ちが反映された物語かもしれません。あるいは……過去の出来事かもしれないし、未来のことかもしれない」

　ああ、そうか、とルキアは頭を抱えた。

　魔法は便利なようで、案外そうでもないらしい。

「魔法を国の運営に取り入れるのは待ったほうがよさそうね」

「左様ですな」

　それにしても、似ても似つかない兄弟があったものである。兄のほうは沈着冷静な文官といった雰囲気、弟のほうは活発な軍人といった雰囲気だ。顔かたちも、全然違う。異母兄弟だと教えられなければ、他国の者にはわからないだろう。

　そんなことを思いながら、とぼとぼと城内の自室へ戻り、ベッドに座る。

　再び魔法の杖を手に取って振ってみる。

「バトラー王子はほぼ間違いなく宿屋の彼でしょう。そしてお母さま……プリミエラさまのご様子が気になるわ……さっき見たお城のどこかに……」

　杖の先端がふいに光り、宙に、大きな鏡が浮かんだ。周囲に透かし彫りの銀細工が施された、普段ルキアが使うものよりもはるかに立派なものだ。

　ここまでの大掛かりな魔法を使うつもりがなかったルキアは、驚きながらも鏡を覗き込んだ。

　暗くて不鮮明な画像だが、小部屋に一人の女性が座っているのが見える。重たそうな黒いドレスに身を包んでいるが、仕草や纏う雰囲気が凛としていて美しい女性だ。

　画面の端で扉が開閉する音がした。軽い足音とともにメイドらしき少女が姿を見せ、

「プリミエラさま、お食事をお持ちしました」

　と声をかけた。

　ありがとう、と応じたのは黒いドレスの女性である。バトラー王子ほどではないが赤い髪である。きっちりと結い、ぴんと背筋を伸ばして窓際で本のページをめくっていたプリミエラは、少女に丁寧に礼を言い、パンとチーズを半分に割って、少女に渡した。

「え？　分けるの？　それだけしかないのに？」

　思わず声が出ていることにも気付かず、ルキアは食い入るように鏡に映った映像を見つめる。もっと知りたいと思い、意識を集中すると二人の会話がクッキリ聞こえてきた。






　――ミリー、あなた、まともな食事を貰っていないでしょう？　少ないけれど食べなさい。

　――プリミエラさま、そんな……！

　――わたくしは、ここで監視されていて動くこともありません。一日三食きちんと食べずとも大丈夫なのです。でもあなたは、働きっぱなし。それでは倒れてしまいますよ。






　ミリーと呼ばれた少女の手にパンを持たせる。その拍子にドレスの袖が捲れて、プリミエラの折れそうなほど細い手首に鎖が巻き付いているのが露わになった。見るからに重そうで、ルキアの胸が痛む。






　――ミリー、皇太子の魔の手を逃れた料理長たちが、必ずこの独房から助け出してくれるでしょう。その時が来ることを信じて頑張りましょうね。

　――はい、プリミエラさま……。

　――さ、いつも笑みを忘れずにいるのですよ。

　――あの……バトラーさまは御無事でしょうか。連絡が途絶えて久しいので心配なのです。ブーレ殿下も八方手を尽くして探しているようなのですが見つからない、と……。

　――ええ、どこに隠したのだと、さっきもすごい剣幕で押しかけて来ましたよ。

　――酷いことはされませんでしたか？

　――ええ。投獄されていても、わたくしは国王の第二妃ですからね、手は出せませんよ。

　――よかった……。

　――あの子のことなので、きっと大丈夫。ドラゴンのバーソロミューも一緒でしょう。バトラーとバーソロミューの無事をこっそり祈りましょう。

　――はい！






　バトラーの名前が出たことで、ルキアは唇を噛んだ。もっとよく二人の会話を聞きたい、その部屋の様子やグランセ王城の様子を見たいと願ったが、鏡はルキアのいうことを聞いてはくれない。

「んもう！　一方的に見せるだけの鏡なのかしらね」

　さらに、鏡の中の二人が食事をはじめたところで、画像は途絶えた。というか、魔法に不慣れなルキアの集中力がもたなくなってしまい、ついに映像が乱れ始めたのである。

「ああ、魔法って疲れるわね……」

　ベッドに仰向けに倒れ込むと、大きな鏡も掻き消える。

　杖を元の場所に戻して、洗いあがったばかりのドレスを二枚ほど吊しておく。こうしておけば、誰も触らない。まさか物干し竿が魔法の杖だとは誰も思わないだろう。

　ルキアは、柔らかい布団を鼻の下まで引っ張り上げながら深いため息を吐いた。いろいろなことが、一気に起こり過ぎた。頭の芯が妙に冴えているが、体はずっしりと重たい。泥沼に沈むような心地のまま、ルキアは眠りについた。






　翌日。

　医官の診察に無理矢理同行したルキアが、当人にこの話をぶつけると、彼は意外なほどあっさりと認めた。

「そこまで調べがつきましたか――」

　言いながら、ふ、と小さく笑い、診察のために座っていた籐の椅子から立ち上がる。ぽり、と人差し指で頬を掻きながら窓辺まで歩いて、くるりとルキアのほうを向いた。綺麗な空色の瞳が、翳っている。

「隠していて申し訳ございません。心からお詫びいたします。他国の王族に無礼を働いたのです。簡単に許していただけるとは思っておりません」

「――真実、なのですね」

　このところルキアは、彼の笑顔が本物なのか作り物なのかが見分けられるようになっていた。今の寂しそうな笑顔は本物だ。

「では、あなた様はやはり……？」

「はい。俺――いや、わたくしはグランセ王国の第二王子バトラー・カンパネラ・ファーガス・フォン・グランセです。現王の第二子で、母は父の第二妃プリミエラです」

　右手を左の胸に当て、片足を後ろに引いて上体を折り曲げる挨拶は、グランセ王国の皇太子がしていたものと同じだ。確か、王族だけがすることが許される礼なのだと教えてくれた。

「王女の仰る通り、俺と母は、異母兄と王妃に王宮から追い出されました。王都からずいぶん離れた離宮に追いやられてしまって……今は、母とあいつと、竜騎士団のメンバーと一緒に、森の奥で暮らしています」

　あいつ、というのは窓の外、ドラゴンだ。赤いドラゴンが陽だまりで気持ちよさそうに眠っている。思えばドラゴンもすっかりここの暮らしに慣れたようだった。

「あの、ドラゴンの名前は？」

「あいつは、バーソロミューといいます。三歳になったばかりの、少年ドラゴンです」

　名を呼ばれたからか、バーソロミューが片目を開いてすぐに閉じた。

「ここにいらしたとき、全身傷だらけだったのは、わたしが王子を無理矢理召喚してしまったからでしょうか？」

「いいえ、それは違います。断言できます」

　よかった、と、ルキアが小さく呟く。

「あの……差し支えない範囲内で構わないのですが……もう少し、王子の事情をお話しくださいませんか？」

　医官が慌てて「王女、立ち入り過ぎですぞ」と忠告するが、ルキアもバトラーも「大丈夫」と異口同音。そして、

「そうですね、どこから……」

　と、バトラーは目を閉じて何やら考えるそぶりを見せる。形の良い眉毛がぎゅっと寄る。

「あ、えっと、その……今すぐでなくて構いませんので……」

「いえ、いつかはお話ししなくてはならないと、思ってはいたのです」

　聞かせてください、と、願いを込めてルキアがバトラーを見つめる。

「あの日俺は――我ら竜騎士団は、離宮から離れたところにある『神秘の森』を巡回していました。王立軍の目が届かない辺境なので、十日に一度見回ることになっているんです」

　ゆっくり語りだしたバトラーは、物憂げに空色の瞳を彷徨さまよわせる。ルキアは、一言も聞き漏らすまいと身を乗り出し、胸の前で両手をぎゅっと握っている。

「午前中の巡回を終えて昼休憩のために立ち寄った教会に兄の軍勢がいきなりやってきました。俺と母に国王と皇太子に対する謀反の疑いがあるのだとか言われて……。もちろん、そんなことをした覚えはありませんし、俺も母も、父と兄をどうこうするつもりは全くありません」

　バトラーが一瞬、鋭い眼差しになり、ぎりっと拳を強く握る。ぞれは口惜しさか、怒りか。

「王子はもちろん、抵抗なさったのですよね？」

「はい。竜騎士団というのは、ドラゴンに跨って空にいるなら最強、しかし地上戦は得意ではない。だからドラゴンたちとの連携を絶たれてしまってあっさり追い詰められて――。それでも母が心配になって、なんとか俺のところへ戻ってきたバーソロミューに飛び乗って戦場を脱出し、急いで離宮に戻ったら母はもう、護送用の馬車に押し込まれて、王都へ向けて移動しているところでした。奪還しようと試みたのですが、多勢に無勢、弓矢は飛んでくるし槍は投げられるし、これはもういよいよ駄目だと覚悟して……そして目が覚めたらこのベッドでした。てっきり、奴らに人質として拘束されたのだとばかり……」

「そうだったのですか。大変な思いをされたのですね」

「仕方ありません。兄と俺とは、その……あまり仲がよくない」

　曖昧に頷きながらも、ルキアの胸には不安が広がった。

　バトラー王子がここにいるとわかれば、グランセ王国はどうするだろうか。第二王子を引き渡せと言ってくるか、秘密裏に殺そうとするか。もしそうなったら、弱小国マイスタンタンの兵力では彼を守り切れない。

　もっともそれは、バトラー王子とその母が潔白である、という前提でのはなしだ。

　もし本当に、彼らが謀反を企んだ母子であったら、ルキアの行動はマイスタンタン王国をみすみす危険にさらすことになる。

　ルキアの胸の内を、バトラーは的確に読み取ったらしい。不自然なほど穏やかな笑みを浮かべた。

「王女、傷の手当てをしていただいただけでなく、何日も……こんなに長く匿っていただいて……よくしていただいた貴国にご迷惑をこれ以上かけるつもりはありません」

「え？」

「俺も、あいつも、元気を取り戻したので……国へ戻ろうと思います。玉座に興味はありませんが、母を助けなくてはならない」

　ずきん、と、ルキアの心が痛んだ。同時に、今ここで彼の手を放してしまうと、二度とバトラー王子には会えない。そんな予感がした。

　とっさにルキアは、目の前でかたく握られた拳を掴んで己の胸に引き寄せた。

「出ていく、なんておっしゃらないで」

「え？」

「あなたの身元を知っているのは、極少数です。箝口令をしけば秘密の漏洩は防げます。大丈夫。えっと、えっと……そうね――バトラーというお名前は広く知られているでしょうから……しばらくは、カンパネラ王子、いえ、カンパネラ卿とお呼びします。それでどうでしょう？」

　目を瞬かせるバトラーに向かって、ルキアはいつもの笑顔を向けた。

「大丈夫ですから。お母さまを助けなければならないのでしょう？　それには、人や情報が必要でしょう」

　ルキアの頭の中には、食堂で酒盛りをしていた、あの貿易船の船員たちのことがあった。彼らはきっと、バトラー王子の味方だ。彼らに連絡を取れば、事態は動くはずだ。

「諦めないでください。それとも、おひとりでお母さまを助け出す計画でもおありですか？」

「王女――あなたは、本当に俺と母を信じてくださるのですか？」

　もちろんです、とルキアは躊躇ためらいなく言う。

「だってあなたは、どう見ても悪い人には見えません」

「そんな理由で？」

「いけませんか？」

「――あなたという人は……。王族は、そんな簡単に、素性の怪しい人間を信じてはいけないんですよ」

「はい。よく言われます」

　それでも信じます、とルキアは言い切った。

　くしゃり、と一瞬泣きそうな顔になったバトラーが、ぐいっとルキアを抱き寄せた。長い腕が、ルキアを包み込む。

「きゃ!?」

「あなたは本当に……」

　背中に回された王子のがっしりした腕、ぴったりくっついた上半身の逞しさに、ルキアの心臓はたちまち忙しくなる。

「あ、の……」

　おろおろするルキアをよそに、王子はしばらくルキアを抱きしめていた。

















４　彼は神からの贈り物!?












　それから飛ぶように数日が過ぎ――と感じたのは、ルキアのみだろう。

　ルキアは抱きしめられたことを思い出しては赤面して悶絶し、公務に身が入らないどころか、ふわふわと地に足がつかない日々を送ったためだ。

　ルキアの周囲の人々は、

「ああ、何かいいことがあったんだな」

　と、察してはいるものの、正面切って尋ねる強者つわものはいない。いかんせん王女の恋は、実るかどうかが不明、場合によっては強制的に引き裂かなければならない。だから、うかつに応援するわけにもいかないのだ。

　そんなある朝、ルキアの寝室のドアに弟からのメッセージが挟まれていた。目を走らせたルキアは、大急ぎで身支度を整えて食堂へと走る。

「クレドール……じゃなくって陛下、カンパネラ卿の身元の裏付けが取れたって？」

「あ、姉上、おはようございます」

　食堂で大臣たちと一緒に朝食をとっている弟のもとへ、ルキアがばたばたと駆け寄る。

「本当にグランセ王国の王子殿下だったの？」

「はい」

　品よくオレンジジュースが入っているグラスをテーブルに置いたクレドールが、どこからか羊皮紙を取り出して手に取った。

「お名前はバトラー・カンパネラ・ファーガス・フォン・グランセとおっしゃるようです。年齢は二十二歳。わけあって王都のお城ではなく、僻地の離宮にお母さま――現国王の第二妃と、ドラゴンと一緒に暮らしていたようですね」

　あってますか？　と、クレドールが聞く。

「ええ、間違いないわ」

　立ったままのルキアの腕を引いて食堂の椅子に座らせたクレドールが、さっと手を挙げる。

　給仕係が静かにやってきて、ルキアの前にコーヒーと、焼き立てのパンとチーズを置く。美味しそう、と、ルキアが鼻をひくひくさせる。王女らしからぬ振る舞いに、老臣が咳払いで注意をする。

「ルキアさま、ベーコンは厚め、卵はスクランブルエッグにして、ベイクドビーンズは大盛り、いつもどおりでよろしいですか？」

「フルーツがあったら、ちょっと多めにつけてちょうだい」

「承知いたしました」

　恭しく立ち去る背中に「お腹ペコペコなの、はやくしてね！」と声をかけ、老臣が「ルキアさま、はしたない！」と叫ぶのも、毎日のお決まりである。

「姉上、これが報告書全文です」

「ありがとう」

　手渡された羊皮紙を眺める。ちなみにマイスタンタンで使われる書類は、重要な書類も含めて幼い王が一人でも読めるように、易しい言葉でわかりやすく書かれている。むろん、それでも難解な内容であることがほとんどだが。

「クレドール、たった数日でよくこれだけ調べたわね」

「はい、頑張りました！　姉上のためでもあると思って……」

　褒めてください、と幼い弟の顔が語っている。ルキアは、ぽんぽん、と弟の頭を撫でた。

「カンパネラ卿が、嫌な顔一つせずお城に何度も来てくださったし、いつも協力的だったからやりやすかったです」

　ルキアと医官から、『宿屋で仕入れた話』を聞いた直後、本人と直接会話がしたいというクレドールの求めに応じて、カンパネラ卿が城までやってきた。

　そして、謁見の間で、自分はグランセ王国の第二王子であること、ブーレ皇太子は異母兄であること、一昨年まで竜騎士団の団長だったこと、異母兄との争いに敗れてお城から追放されたこと、母は祖国で幽閉されていることなどを話してくれた。

　ルキアとクレドール以外の人々は、彼の言うことが信じられずにいた。

　なにせ、マイスタンタンが持っているグランセ王国についてのデータには、第二王子の存在も国王の第二妃の存在もない。もっともここ数年、国同士の親密な付き合いを怠ってきたため、表向きの最新情報しか仕入れられていない。

「ああ……ええと……追放されたのが三年か四年ほど前ですから、そのころに兄上が俺と母上のデータを削除して帝国に最新情報として提出したのでしょうね……そういうところは、手回しが良い」

　淡々とカンパネラ卿が語る。努めて淡々と語っていたのだろう。空色の瞳がすうっと翳る。誰の目にも、心中に穏やかでないものがあるのが明らかだった。

　ううーん、とクレドールが小さく唸り、重臣たちの誰もが難しい顔をする。信じたい気持ちはやまやまだが、どこまで彼の言うことを信じていいのかが、わからない。

　ルキアは「どうして彼を信じないの！」とストレートに怒ったが、信じるほうがどうかしてるのだと老臣たちに諭されて黙り込んでしまった。

「どうして信じちゃいけないのよ……」

「信ずるに足る根拠がありませんな、王女」

　しかし、いくらなんでも目の前の青年を、偽物の王子だと断言するわけにもいかない。偽物である証拠もない。

　ふいに、医官が膝を打った。

「バトラー王子を探していると思しき人たちが港にいましたな。彼らをこっそり城に招いてみては？」

　しかし、慌てて人を港にやったときには時すでに遅く、彼らの姿はもうなかった。

　そしてクレドールはその日のうちに、グランセ王国に詳しい者を城下で探すように命令した。が、すぐに見つかるはずもなく、三日が過ぎて人々が諦めかけたころ、ようやく一人の老人が名乗り出てくれた。

　ルキアたちは知る由もないが、彼こそが、グランセ王国が大昔に送り込んだ密偵、グランセ王国に噴火の知らせを送った男である。

　老人は、ルキアに伴われて会議室に姿を現した青年を見るなり、

「バトラー王子ではありませんか！　いやはや、プリミエラさまによく似て……」

　と、叫んだ。

　叫ばれたほうは目をまん丸にしたあと、ぽり、と人差し指で頬を掻いた。

「城の庭師だったジョゼフじゃないか！　たまにしか会えなかったが……楽しい話をしてくれたから覚えているよ。引退したあと、細君と旅に出たと兄上から聞いていたが……そうか、この国に……」

　と、言いながら駆け寄る。老人は目じりの皴を深めて、腰を深々と折った。

「王子もお元気そうでよかった……背も伸びて、顔つきも凛々しくおなりで……」

「本当に久しぶりだな、ジョゼフ」

「十年ほど前の国王のお誕生日会に参加して……ステンドグラスの間でご挨拶して以来でしょうかな」

　と懐かしそうに言い、御無事でよかった、よかった、と繰り返す。

「おじいさん、彼について知っていることを教えてください」

「はい国王陛下。こちらにおわすのは、グランセ王国第二王子のバトラー殿下に間違いございません。王子の母君は、グランセ王国の名門伯爵家のご令嬢でしてな。美貌と知性と家系を国王に見込まれて若くして第二妃となられました。先祖代々竜騎士を多く出している家系で、王子自身も、幼いころから竜に親しみ、十二歳で竜騎士団に入団して十四歳で副団長に就任し、十九で史上最年少の団長となった、いわばエリート軍人と称しても良いでしょうな」

　と教えてくれた。その傍らで当の本人は「褒め過ぎだよ」と照れている。

　クレドールが、んん？　と、首を傾げた。さらさらの髪から王冠が滑り落ちたのを、慌ててルキアがキャッチする。

「えっと……バトラー王子の母君は名家のご令嬢で……ご本人は竜騎士団の団長……そして見目麗しい美青年で、年も姉上とつり合いが取れると思うんですけど……」

　幼き王の意を汲んだ若い官吏が、立ち上がって叫んだ。

「不躾なことをお尋ねしますが――卿は独身でいらっしゃいますか？」

「はい」

「じゃあ、じゃあ……お国に婚約者が待っているとかそんなことは？」

　前のめりになって尋ねたのは国王である。予想外の質問に驚いたのは聞かれた本人ではなくルキアだった。

「ちょ、ちょっと、クレドール！　なんてことを尋ねるの、ダメよ」

　弟の頭に王冠を乗せながらルキアが言う。ドキドキしはじめた心臓を宥めようと、敢えて王子のほうは見ない。

「だって姉上、もし婚約者や恋人がいらしたら、姉上は身を引かないといけないでしょう？」

「そ、それはそうだけど……い、いえ、そんなことはいいの！」

「じゃあ姉上は、気にならないんですか？　好きな人に恋人がいるかどうか」

　ぼぼん、と音がしそうなほどにルキアの顔が真っ赤になった。

「す、好きって、べつに、わたしっ！　ちが、そんな……」

「王女……今更そこを否定するんですか？　王国の住民全員、それこそ、そこらを歩く野良猫やヤドカリだって、王女の恋のお相手を知ってますよ」

　と、若い官吏がはっきりと告げるものだから、ルキアはこれ以上ないほどに赤くなってしまう。が、ちらちらと王子のほうを見ているあたり、気になるのだろう。

「俺には、婚約者も恋人もいません。いたとしても、謀反の疑いをかけられるわ、追放されて存在を抹消されるわで、そんな元王子なんかと結婚させてやろうという親はいないでしょう」

　苦笑する王子の傍らで、やった、とルキアが小さく小さく呟いた。






　身元が判明してからというもの、カンパネラ卿は毎日のようにお城に呼ばれていた。ルキアは単純に「お顔が見られるだけで幸せ！」などとすっかり恋愛脳になってしまったが、重臣たちはそうではない。自分たちの監督下に置いておきたいという思いがあってのことである。

　それを察したのかどうか。

「身元を明かさないという無礼を働いていた俺を許し、滞在を許可してくださったお礼をさせてください。何か俺に、お申し付けください」

　と、カンパネラ卿が申し出たのだ。

　カンパネラ卿は、倒木除去や岩石粉砕などの肉体労働をするつもりだったようだが、苦虫を噛みつぶしたような顔の警備隊長が「ドラゴン部隊について、基礎的な情報をお教えいただきたい」とぶっきらぼうに言う。

「隣国にドラゴン部隊があり、戦闘力となり得ると知った以上、国防を担う者としてはドラゴンについて学ばねばなりません」

　それならば、と、若い官吏が手を挙げた。

「クレドールさまの話し相手……いえいえ、家庭教師をお願いしてはいかがでしょう？」

「俺が国王陛下の話し相手、ですか？」

「はい。陛下はご存知のとおり幼くして玉座に就かれました。そのため、王族としての心構えや帝王学、社交術、周辺諸国についての情報などをきちんと修める機会がありませんでした。よろしければ――」

　そんな無茶な、と、窓の外から叫んだのは、老人ジョゼフだった。麦わら帽子に剪定ばさみを手にしている彼は、元庭師という実績をかわれて、マイスタンタン城の庭の手入れを任されていた。

　そしてカンパネラ卿がやってくるたびに、彼もなんとなく近くに来ているのだ。

「ジョゼフさん？　あの、何か……」

「王女殿下！　通常、他国の王子を自国の国王に無防備に近づけるなんてことはしませんぞ。ましてや幼き国王の傍に……とても賛成できませんぞ！　バトラー殿下もそのくらいはおわかりでしょう！　ええい、マイスタンタン国はなんと暢気なお国なのか……」

　マイスタンタンの心配をしてくれる老人ジョゼフを、今度はカンパネラ卿が宥める。

「まぁ、ジョゼフの言うことは尤もっともだよ。でもさ、そこがこの国のいいところ。俺やジョゼフがついつい居ついてしまう心地よさなんだと思うよ。そんなに俺が陛下に何かするんじゃないかと心配なら、ジョゼフが見張っていればいい」

「そうではございませんぞ！　わしが心配しておるのは、この国の危機感のなさ！　通常、他国の王子が転がり込んできたら速やかに戦に備えるものであるのに……門は蝶番が壊れたまま、窓はいつも全開、大砲は海風にさらされて錆びている、王族は単身ふらふらと城下へ出ていく……不備だらけですぞ！」

　引き攣った顔でばたばたと数人の役人が走り回る。

「で、ではカンパネラ卿、ぼくにお勉強を教えていただけますか？」

「はい」

「よろしくお願いいたします」

「わしも警備員として同席いたしますからな！」

「はい、お願いします」

　こうして決まった国王とカンパネラ卿の勉強会は、一回目と二回目こそ王の私室で行われたが、すぐに、これまで会議で使われていた円卓を利用してのものへとなった。

　というのも、勉強の時間になるとルキアがそわそわと弟の周りをうろつくし、警備隊長も厳めしくやってきた。そして、若い役人たちも異国の話を聞きたいと、筆記用具持参でやってきた。

「さぁ、王子、講義をお願いしますぞ」

「ジョゼフと王女、なぜ二人が一番前なのかな……」

　とはいえ、ルキアのにこにこ顔を見ればカンパネラ卿も自然と笑顔になってしまう。

「よろしくお願いします、カンパネラ卿」

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　ぺこん、と頭を下げると、僅かにジョゼフが驚いた顔をした。無理もない。以前の彼なら、そんなことは言わなかったし頭を下げることもなかっただろう。

　今は、ごく自然に体が動く。バトラー自身、自分が急速に変化している自覚があった。ルキアの隣にいると肩の力が抜け、穏やかな心地でいられる。これまでずっと常に気を張り詰めていた。兄に足をすくわれる事のないよう、隙を見せることのないよう、いつでも反撃できるように身構えていた。己に近寄ってくる人は全員敵だと思っていたくらいである。

　それを変えたのは、ルキアである。ルキアが笑顔なのは今に始まったことではなく、思い返せばルキアはいつも笑っている。

「不思議な王女だ、あなたは……」

「え？」
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　ルキアとクレドール、この二人の王族に導かれるマイスタンタン王国の民は幸せだろうとさえ思うのだ。何かといがみ合ってばかりの自分たち兄弟とは全く違う。

「では陛下、何についてお話ししましょうか。帝王学といっても、特別な書物があるわけではないので……」

「えっと、良い王になるための勉強だと聞きましたが……」

「そうですね。陛下は……良い王とはどんな王だとお考えですか？」

「良い王様というのは、民に好かれて、安定した治世で、それを次の代に送ること。そのためには、良い家臣団がいること、率直に諫言してくれる側近がいることが大切だと聞きました」

　国王とカンパネラ卿のやり取りを聞きながら、ルキアは胸の内で、どうやって隣国のお城に囚われたプリミエラ妃殿下を助け出したらいいのかを、考えていた。

　いきなり外交官や兵を差し向けるなどもっての外、そもそもルキアたち「他国のもの」が口を挟んではいけない。一歩間違えるとそれは戦争を招いてしまう。

（カンパネラ卿が、兄に囚われた自分の母親を救出に向かうのは構わないのよね、きっと……）

　母親を救出するなら、通常ならば自分の家の兵や部下を動かせばいいのだが、追放され異国にいる彼にはそれができない。ならば、そのためにルキアが援軍を貸すのはどうなのだろうか。

　どうであれ自国の兵が国境をまたぐことになるので、相手国に攻め入ったことになるのかもしれない。事を起こす前に、帝国にお伺いを立てたほうがいいように思える。しかし急ぎ文を出すにしても、帝国の首都までは日にちがかかるし、返事が来るとも限らない。

「それでも……急いで認めてみましょう……」

　さらに、できればプリミエラ妃の今の様子はもちろんのこと、皇太子殿下や病に伏せているという国王の様子を知りたい。

（これは帝国に聞いても教えてもらえないでしょうね）

　ならば、こちらから、かの国に調査団を送り込むしかないだろう。クレドールに頼むか、王女の権限で動かせる王女付き警備兵を動かすか――。

　スッと席を立ったルキアは勉強会の場を抜け出した。

　いつもどおり、城内の窓は全開だ。廊下を歩くだけで海風がルキアの髪を巻き上げる。そのまま自室へ戻り、露台へと出る。海面が、太陽の光を反射してキラキラと輝く。小魚の群れが、右に左に泳ぎ、それを狙っていくらか大きな魚が来る。

「海はいつ見ても変わらないわね……」

　見上げた真っ青な空に、入道雲が出ている。その傍らを赤い点が泳ぐ。ドラゴンのバーソロミューだ。日課の散歩というか、歩くわけではないから『散飛行』とでも言うべきだろうか。

「彼は怪しい人ではなかったわ。でも……。やっぱり悪い人なのかしら？　そうは見えないのよね……。王子のお母さまも、悪い人には見えないのよ……」

　王子の力になりたい。それだけなのに、なぜか身動きが取れない。自分に何ができるのか、何をしていいのかがわからない。

　大きなため息をつきながら目を閉じると、脳裏に彼の姿が浮かぶ。赤い髪をなびかせて、しなやかな長い手足をきびきびと動かす。

　少し高い声で「王女」と歯切れよく呼んでくれる。

「形の良い綺麗な空色の瞳が翳っていくのは、あんまり見たくないのよね……」

　この頃、いくらか笑ってくれるようになったが――。






　そのころ、宮廷医官を含めた重臣たちは別の場所で、ルキアとは少し違う観点から今回の出来事を思案していた。

　実は、城下町で一緒に過ごしているルキアと彼をたびたび見かけてはそっと見守っている人たちがいた。王都の住人たちである。彼らが、

「あの二人はお似合いだから、いっそ結婚させてはどうか？」

　と、進言してきたのである。

「結婚となると、ルキアさまは御自身で伴侶をどこからか連れてきた、ということになりましょうな。連れて来た方法が、魔法で召喚という尋常ではない方法だっただけで……」

　と、老臣の一人が言う。

　あながち間違ってはいないだろう、と呟いたのは医官だった。

「魔法は、おそらく魔法を使おうとする本人のイメージや希望が具体化したものであると考えられる。とするならば、王女は本能の部分で、この国の発展や己に必要なものを理解していて、彼を召喚した――つまりは、自分が然るべき相手と結婚するのがこの国にとっての最善であるので然るべき結婚相手を呼び寄せた、とも考えられる」

　ちょうど、ルキアは結婚適齢期に差し掛かっている。本人も結婚する気はあり、思惑があってのこととはいえお見合いを山のようにこなしていた。年頃の男性が召喚されてきても不思議はないのである。

「まぁ、確かに……追放されているとはいえ隣国の王子、血筋に問題はないわけで……」

「あの美貌であるし、家柄もよく、国王陛下も懐いている模様」

「皆の衆、いかがですかな、王女殿下の花婿候補として――」

「見た目も人柄も、申し分ないように思えますぞ」

「ルキアさまは、カンパネラ卿にぞっこんですからな、恋を叶えて差し上げるのも我らジジイ連中の役割かな」

「ぞっこん、などと久しぶりに聞きましたぞ。ですが、間違ってはいない。ベタ惚れですな」

　このまま彼を国に帰すことなくこの国でルキアと結婚させて、有耶無耶のうちにマイスタンタン国の王族にしてしまえ、と彼らは考えていた。

「王族と結婚すればその結婚相手もまた王族、いくら異母弟を蹴落とすことに忙しいブーレ皇太子であっても、他国の王族となった弟をどうこうしようとは思わないでしょうからな」

　うんうん、と老臣たちが頷く。

「最後の問題は――謀反の疑い、ですな」

「潔白であると、信じたいものですな……」

　潔白であるなら、そのことを証明し、プリミエラ妃を救出したあとは、この城でルキアと一緒に暮らせばいい。

　もし、本当に謀反を企んだのであれば――王女には可哀想だが帝国か、グランセ王国へ引き渡すしかない。

「して……カンパネラ卿はどうやって自身と母君の潔白を証明するつもりかな……」

　これが、最後にして最大の、難題に思われた。ぷつっと会話が途切れた。それぞれが、沈思する。

「かの国の情報が、もう少し欲しいですな……」

　それなら、と、医官が手を挙げた。

「陛下に頼んで、密偵を放ってもらいましたぞ」

「なんと！　手回しの良いことで……おぬし、宰相の地位を狙っておるのかな？」

「まさか……」

　ふいに、大きく開けた窓から、海風に乗って、ルキアとクレドール、そしてカンパネラ卿の三人が笑う声が聞こえてきた。

　青少年が笑いあう、当たり前の光景だが、この城では久しく見なかった光景だ。

「王女にも、陛下にも、幸せになって欲しいですからなぁ……」

　大災害が国を襲って以来、ルキアは幼い国王のため、被災した民のため、ひいては国のために生きている。むろん王族であるので、それは自然なことだったし悪いことではない。いつも笑顔のルキアが先頭に立って復興を指揮するので、民は安心してついていくことができている。

　だが、老臣たちは、孫娘のようにかわいがっている王女自身の幸せをも、願っている。

「あの男を神様からの贈り物と心得て、逃がさないようことを運ばねばなりませんな」

「左様ですな……」






　そのころルキアたちは、バーソロミューのいたずらというか、散歩に付き合っていた。いつもならただゆったりと旋回するだけのバーソロミューとカンパネラ卿をルキアが地上から見守るのだが、今日は違っていた。

　ルキアがメイドのココットたちと一緒に庭先に並べていたボールの一つを、忍び寄ったバーソロミューがぱくっと咥えて飛び上がってしまったのだ。

「あ、だめだぞバーソロミュー、お返ししなさい」

　気が付いたカンパネラ卿が地上で喚くが、当のドラゴンはお構いなし、ばさばさと飛んでいく。

「こらーっ、降りてこーい！」

　どれだけ地上で叫んでも、ドラゴンは素知らぬ顔、ゆったりと飛んでいる。

「カンパネラ卿、乗ってください。箒で追いかけましょう」

「王女、ありがとうございます」

「いざ、出発！」

　逃げるドラゴンとそれを追いかける箒、町の人々は大喜びである。そしてルキアは、カンパネラ卿と箒の二人乗りにドキドキしている。むろん、箒の二人乗りなど人生初のことである。

　しかし、後ろに乗っている彼は、ドラゴンに気をとられているのか普段と変わらない。

（なんだー……二人乗りでドキドキしてるの、わたしだけ？）

　ちらりと背後を盗み見ると、ふいに彼と目が合った。

「王女、今更ですが、俺が乗って重たくないですか？」

「大丈夫です。不思議なことに、重さを感じません」

「へぇ……スピードも、王女が指示をだして？」

　はい、とルキアは頷いた。

「わたしの魔法がもつ限り、ずっと飛んでいられると思います」

「じゃあ、このまま二人でどこかへ行くことも可能なわけだ」

「そうですね。遊びに行けちゃいます」

「では今度、一緒に出かけましょう」

「はい！　国内のあちこちを、ご案内しますね」

　そう返事をしてからルキアは急に焦った。

（これってデートのお誘い!?　違うわよね……社交辞令よね、きっとそう……）

　と、背後から「まいったなぁ」と小さく呟く声がした。

「ど、どうしました？」

「……王女、そんなあっさり返事しないでくださいよ」

「何がですか？」

「俺……すっげぇ勇気出して……その、思わぬ二人きりだし……必死にデートに誘ったのに、あっさり流すなんて……」

　なんですってぇ、と舞い上がって叫びそうになるのをルキアは堪えた。ふいに、バーソロミューがボールをぽいっとカンパネラ卿のほうへ投げてきたからだ。

「うわわわわ、何するんだーっ！」

　慌ててキャッチしたカンパネラ卿、大きく体勢を崩すが何とか持ちこたえる。

　ドラゴンが嬉しそうに「ギャア」と鳴いた。ルキアにはぎゃあとしか聞こえないが、カンパネラ卿は意味が分かるらしい。

「……投げろ、って？　そっちに？」

　困惑の表情でカンパネラ卿がボールとドラゴンとルキアを見る。ぎゃあ、と再びの鳴き声。困惑の表情のままカンパネラ卿がバーソロミューに向かってボールを投げると、ドラゴンはそれを嬉しそうに咥えてくるりと一回転。再び、カンパネラ卿へと投げる。

「えーっと……もしかして、キャッチボールして遊ぼうよ、ってことでしょうか？」

「たぶん……そうだと思います……。でもこれ、何らかの価値あるものだと思うんですけどねぇ……」

　そうなのかなぁ、と、ルキアは首を傾げた。

　これは厨房の片隅に転がっていた木箱からごろごろと出てきたものの一つで、使途不明のガラス玉である。埃まみれだったのをココットたちと洗ってみたものの、さほど貴重な品とは思えない。

　でもほらここ見て、と、カンパネラ卿が言う。ガラス玉を覗き込めば、表面にはマイスタンタン王家の紋章が彫ってある。

「え……王家所有のガラス玉ってこと？」

　と、ルキアが首を傾げながら言う。

「ええ、勝手に民が王家の紋章を刻むことはないでしょうから……。もしかしたら、ガラスではなく、水晶玉や宝玉の類では？」

　とはいえ何に使うのか、さっぱりわからない。城の内外の装飾を思い浮かべてみるが、こんな飾りがついているところもない。水晶を集めるのが趣味の人も、思い浮かばない。

「持ち主も用途もわからない……これで遊んじゃいましょう！　大丈夫、お空の上だから誰にもわかりません」

「しかし王女、これは……少なくとも投げて遊ぶためのボールではないと思いますが……いいんですか？」

「さっきまで木箱に入ったまま厨房の片隅で忘れられてたんです。大丈夫ですよ」

　とはいえ、気軽にボールとは呼べなくなってしまった。

「さ、気にせず遊ぼう！」

　とルキアが拳を突き上げる。潔いなぁ、とカンパネラ卿がルキアを眩しそうに見る。

「それっ！」

　ルキアが投げたボール、いや、球をキャッチしたドラゴンが、今度はルキアの手元めがけて投げてくる。器用なものである。緩やかなカーブを描いて飛んできた手のひらサイズの球を、箒を器用に操りながらルキアがキャッチする。手のひらサイズだが、見た目に反してずしっと重量があり、ルキアは両手でそれを掴む。

　空中のキャッチボールはぽんぽんと続く。

「意外と面白いですね、ルキアさま」

「ふふ、楽しいです」

　くるっとバーソロミューが曲芸飛行を披露し、ルキアもそれを真似る。

「ドラゴンって、今回初めて出会いましたけど賢いんですね」

「そうですね。バーソロミューはまだまだですが、十歳を越えたドラゴンたちは人語をかなり理解するんですよ」

「すごーい！　もっと仲良くなりたい！　あとで、ドラゴンのこと詳しく教えてくださいませんか？」

　構いませんよ、と、カンパネラ卿は頷いた。

　ルキアはいろんなことに興味を示し、知らないことは知りたいと素直に口にし、学ぼうとする。ルキアの目には、いろいろなことが新鮮に映るのだろう。

「あなたとは……もっといろいろな話がしてみたい」

「いつでもわたしのお部屋にいらしてください。お茶とお菓子をご用意しておきますね！」

　言いながらルキアが箒を急旋回させた。しびれを切らしたドラゴンが、突っ込んできたのだ。前足でしっかりとガラス球を握っているあたり、よほどキャッチボールが気に入ったのだろう。

「ああ、ごめんって、バーソロミュー！」

　ぎゃあぎゃあ、と、バーソロミューがカンパネラ卿に頭を擦りつける。その振動で、箒が大きく上下に揺れる。

「あうあう、あわわ……」

「バーソロミューがどうやら嫉妬してるみたいなので、俺、バーソロミューの背中に移りますね」

「あー……飼い主さんをわたしに取られたと思ったのね」

「みたいです」

「わたしはバーソロミューも好きよ、仲良くしましょう？」

　ルキアがそっと手を伸ばしてバーソロミューを撫でる。最初こそ短く唸ったバーソロミューだが、すぐに大人しくなってルキアに頭を擦りつける。

「ふふ、可愛い」

　ルキアがバーソロミューと戯れ、くすぐったいと言いながらけらけらと笑う。

「むむっ……」

　ルキアの思わぬ表情を引き出した愛竜に若干嫉妬を覚えつつ、カンパネラ卿が、空中だと言うのにひらりと華麗にドラゴンの背に移る。

　きゃーかっこいい！　と、ルキアが手を叩く。そのストレートな賞賛に照れたのか、ぽりぽりと頬を掻きながら

「王女、少し空を散歩しませんか？」

　と誘うと、

「はい、喜んで！」

　と即答。カンパネラ卿が小さく吹き出した。

「まったくあなたという人は……」

「はい？」

「いえ、行きましょう」

　ドラゴンの背中に跨ったカンパネラ卿が、先行する。それを箒に乗ったルキアが追いかける。

　ふいに、

「姉上、ぼくも箒に乗りたいです！　カンパネラ卿とお空のお散歩に行きたいです、ずるい！」

　と、クレドールの声がした。見れば、地上から必死に叫んでいる。

「クレドール、あなたも箒の練習しなさい。あなたも王族なんだから、魔法がつかえるかもしれないのよ」

　ひらりと華麗に着地したルキアは、跨っていた箒を弟に渡す。クレドールが嬉々として跨り、姉の真似をして「飛べ！」と叫ぶ。が、箒はぴくりともしない。

「あれ？」

「クレドール、自分が箒で空を飛ぶ姿をしっかりイメージして」

「はい……飛べ、箒！」

　飛び上がること数度、ついにクレドールの命令に従い、箒が勢いよく飛び上がった。

「ひゃあああ！」

　が、命令に勢いがあり過ぎたのか、それとも飛んでほしいと願うルキアの魔法までもが、かかったのか。箒はクレドールを乗せたまま大空を暴走する。

「きゃーっ、クレドール！」

「大変だ……」

　素早くドラゴンの首を返したカンパネラ卿が、地面を走るルキアを引っ張り上げて自分の前に乗せる。そのまま二人を乗せたドラゴンは、クレドールを追いかける。

「陛下、落ち着いて……必ずお助けします」

「あわ、あわわ……姉上……」

「箒から手を放しちゃだめよ、クレドール！　絶対助けるからね」

　ドラゴンの背から精一杯身を乗り出して弟を助けようとするルキアの体が、不安定にぐらぐら揺れる。慌ててカンパネラ卿がしっかりと支える。

　だが、箒は上に下に激しく動き回り、小さな弟の体は遠心力で振り回されて、ルキアの指先を掠めては遠ざかる。

「ああっ、もうちょっとなのに！」

「王女、落ち着いて……」

　もう一度近寄ります、と、主の声に応じたバーソロミューが、箒を追跡する。弟の名を呼びながら再び腕を伸ばすルキアだが、今度はまったく届かない。

「ああ、どうしよう……たった一人の大事な弟なの……！」

　何か助ける方法はないか、とルキアが一生懸命考えるが、事が事だけに思考がまとまらないらしい。金色の髪を指に巻き付けて唇を噛む。

「ああ、どうしましょう」

「そうだルキアさま、魔法をかけられませんか？」

「え？」

　顔をあげたルキアの目にはうっすらと涙が浮かんでいる。それを思わず指で拭うとルキアがその手をそっと握ってくる。

「落ち着いて、深呼吸を」

「はい」

「いいですか。俺とバーソロミューが陛下に近づきすぎると箒は逃げてしまうようです。なので、ある程度の距離のところから魔法で、陛下をこちらへ移動させるんです。どうですか？」

　なるほど、とルキアは頷いた。

「腕で引っ張り寄せられないなら、魔法で引き寄せればいい。そういうことですね？」

「はい」

　生憎杖を持っていないが、杖がなくても魔法を発動させなくてはならない。自分の魔法がどのくらいの距離、弟を運べるかもわからない。

「やるわ。やらなきゃ」

　バーソロミューの背中にきちんと座ったルキアは、エメラルドグリーンの瞳を力いっぱい見開いて弟を見据えた。

「い、いくわよ……」

「サポートします。落ち着いてやれば大丈夫です」

　ふと、背中にカンパネラ卿の逞しい体がある事に気付いた。しっかり支えてくれているのを頼もしく感じ、ルキアの肩から余計な力が抜けた。

　弟を視界に入れていないと逃してしまう気がして見開いていた目を敢えて閉じて、深く深く、呼吸をする。肌に馴染んだ潮風を胸いっぱいに吸い込んで、波の音を聞きながら、ゆっくりと吐き出す。それと同時に、弟をこちらへふわっと移すイメージを思い浮かべる。

「王女、陛下がこちらへ来ます！　チャンスです」

「はい、大丈夫！」

　バーソロミューが、ちょうどいい具合に箒に追いついた。声をかけるが、すっかりパニックを起こしているクレドールは、姉の声も聞こえていないらしい。真っ青になって箒にしがみつき、わぁわぁと叫んでいる。

「クレドールを、こちらへ！　ウォカーレ、クレドール！」

　ルキアの体から、白い光が溢れた。その光が網のように広がり、クレドールを包み込む。ふわふわと移動してくるが、距離が少し足りない。

「陛下、こちらへ！」

　腕を伸ばしたカンパネラ卿が、上下に揺れるクレドールの腕を掴んだ。素早く引き寄せて、バーソロミューの背中に座らせる。暴れ箒も一緒に手繰り寄せられ、これはルキアがしっかりキャッチ。

「急ぎお城へ戻ります。陛下がショック状態です」

「はい」

　茫然自失状態のクレドールを抱えて、二人は城内を走る。

　このとき、ルキアは、非常事態に、隣に信頼できる人がいてくれることの心強さを感じていた。また同じように、カンパネラ卿も感じていた。

　立場や役割は違えども、互いに一人で踏ん張っている二人である。心許せる相手がいると安心することを、感じていた。

「誰か、クレドールの寝室の用意をお願い！」

「それから、王族を診る医官の方はどちらに？」

「はやく、はやく……クレドールが大変なの！」

　ルキアとカンパネラ卿の叫びに、宮廷医官が駆け寄ってくる。素早くカンパネラ卿に抱きかかえられた国王を見て、目を細めた。

「陛下はベッドで横になってしばらく安静にしたほうが良さそうです。このまま、廊下の突き当りのお部屋へお願いします」

　はい、と、カンパネラ卿が指示された部屋へ駆け込む。ほどなくして、ルキアと一緒に駆けつけてきたメイドたちに国王の世話を頼んで、二人は部屋の端、ソファーや執務机があるほうに移動する。

　カンパネラ卿は、他国の人間である己が王の部屋に足を踏み入れることに躊躇し、立ち去ろうとした。だが、上着をくいっと引かれたような気がして、足を止めた。

「……ないで……」

「え？」

「行か、ないでください……」

「ルキアさま、しかし俺は…‥」

　どうしよう、と、呟く声は消えてしまいそうなほどに小さい。こわばった面持ちのままのルキアが、歯の根が合わないほどに震えている事に気付いて、慌ててルキアの顔を覗き込んだ。

「ルキアさま!?」

「あの……あの……」

「はい？」

「もし、もし、弟に何かあったら……。お父さまやお母さまのように、いなくなってしまったら……わ、わたし……わたし……ひとりぼっちに……」

「……大丈夫ですよ、ルキアさま」

「でも、でも……わたしを置いていかないで……」

　ついに泣き出したルキアを、カンパネラ卿が思わず抱きしめる。ルキアも素直に、体を預けてくる。

　家族や親しい人たちを一瞬にして喪った記憶が、ルキアの心に傷となって残っているのは間違いない。

「大丈夫ですよ。あの国王陛下が、大好きな姉上を残してどこかへ行くなんてありえませんよ。大丈夫、俺を診てくださった医官の方が診察するのでしょう？　心配はいりません」

　ルキアの震えがおさまるまで、あれこれと話しかける。

「カンパネラ卿、あなたのお母さまを助けなければ。生きているのに家族がバラバラなのは哀しいですから」

　が、ふいに、カンパネラ卿がルキアの体をそっと己から離した。

「あれ？　ルキアさま……お体が光りっぱなしなのはどうしたことですか？」

「へ？」

















５　魔法は人を助ける












　あ、あれ？　とルキアが戸惑ったような声をあげる。

「……王女……もしや魔法が発動しっぱなしなのではありませんかな？」

　医官が叫び、ええっ、とルキアが息をのんだ瞬間、慌ただしく扉がノックされた。どうぞとルキアが言うと同時にメイドが一人、飛びこんでくる。

「ルキアさま、ルキアさまはこちらでしょうか？」

「ココットじゃない！　そんなに慌ててどうしたの？」

「る、ルキアさま、あの！」

「ん？」

　何かを言いかけたココットの目が点になった。自国の王女がピカピカ光り輝いていて驚かないほうがどうかしていると思うが、ココットは己の自制心を総動員して「それは脇に置いといて」と呟いた。

「ガラス玉が、ぺか！　と突然……」

　ぺか？　と、ルキアは首を傾げた。ココットが指をさしているほうへ歩み寄る。バーソロミューが大人しく庭に座っていて、その傍らにガラス玉が落ちている。

　それが、光っているのだ。

「ルキアさま、危ない……」

　大丈夫よ、と、ピカピカ光ったままのルキアは片手を挙げる。

　ゆっくりと球に近づき、それを持ち上げる。ますます球の光は強くなり、眩しいくらいである。

「見て！　これ、大きな水晶玉よ！　映像が映るみたい」

　水晶玉を抱えたルキアは、そのまま王の部屋へと戻った。医官や宰相たちも、ぞろぞろと引き寄せられてくる。

　部屋の真ん中にある楕円形の卓の上にそれを置けば、天井いっぱいに映像が広がった。が、白い天井で、周りも明るく、映像がよく見えない。

「……ココット、カーテン閉めてくれる？」

「はい」

「天井は……黒に！　クレドール、あとで元に戻すから許してね」

　ぱちん、と指を鳴らせば一瞬にして天井が黒一色になる。

「なんの映像かしらね……？」

　映像は、音声もついたフルカラーのはっきりしたものだった。

　どこかのお城の中庭と思われる場所を、何人もの人が通過する。たたた、と軽い足音がして、白いドレスの少女が行ったり来たり。鼻歌も歌っている。

「可愛らしいレディ……これはルキアさまですね。面影がありますよ」

　と、ココットが言う。映像の中で、バスケットを抱えた少女が、元気に走っていく。

「あ、思い出したわ。あのバスケットの中にね、オレンジジュースとビスケットとジャムが入ってて、花園でこっそりお茶会するのがわたしの楽しみだったのよ。まだクレドールも生まれる前、お父さまとお母さまも時間があえば付き合ってくださったわ」

　ふふ、とルキアが嬉しそうに笑う。ほどなくして画面が揺らぎ、別の物へと変わった。

「あら？　これは――グランセ王国かしら？」

「はい、そうです王女……。王城の中庭ですね……。あ、この子どもたち、小さいころの俺と兄です」

　棒きれを持った黒髪の少年と赤い髪の少年が、元気に走り回る。黒髪の少年が「バトラー、早く」と叫び、赤い髪の少年が「兄上待ってよ！」と言いながら走り回る。

「お二人とも美少年でいらっしゃる」

「奥で庭木の剪定をしているのが、ジョゼフですね」

「彼は今とあまり変わっていないわね……」

「このころすでに、お爺さんでしたからね……」

　二人の少年は、子犬が転げまわるようにじゃれている。笑いあって、仲の良い兄弟である。

「このころは……兄上も俺を可愛がってくれたのに……どうしてこんな……」

　いつのころから不仲になったかなぁ、と、嘆きともつかない言葉が洩れる。ぎりっと音がしそうなほどに固く握りしめている拳に気が付いたルキアが、そっとその拳を己の手で包み込む。大丈夫、と声にしたわけではないが、伝わったらしい。

　固く結ばれていた拳が緩やかに解けて、自然とルキアと手をつなぐ。互いの温もりや哀しさ、憤りが手のひらを通して伝わる。

　画面が揺らぎ――その場にいた一同が、思わず息をのんだ。

　黒髪の青年と、ルキアが見たことのない女性が向かい合って立っている。二人の傍らには天蓋付きベッドがあり、白髪の男性が横たわっている。

「父上！　こんなにやつれて……」

「お父さま……今の、グランセ国王ですか？」

「はい。もう何年も会えていませんが……。この黒髪の男が皇太子、女性が王妃です……」

　ルキアたちマイスタンタンの人々が固唾を飲んで映像を見守るなか、王妃が皇太子を抱き寄せる。






　――お前こそが……王位継承者です。邪魔するものは、何人たりとも許しません……あの女と息子……なぜ処刑されないのか……！






　俺は兄上の即位を邪魔したことはない、とカンパネラ卿が叫ぶ。






　――母上、いくらなんでも『謀反の疑い』だけでは国から追放するのが精一杯です。それ以上のことをするには、明らかな証拠が必要ですから。

　――そなたはそれでいいのですか？　いつかあの強欲な母子はここへ戻ってきて、そなたから玉座を奪うでしょう。そうなる前に、殺すしかないのですよ。

　――母上、落ち着いてください。バトラーは王宮から追い出しました。追放しただけでなく王族名簿からも削除してあります。したがって、この国の王子はこのブーレだけですから……

　――あの女が！　第二妃の立場を弁えず陛下を誑かす女……あの女の処刑はまだ!?






　取り乱して物を投げる王妃を、皇太子が取り押さえる。椅子に座らせ、水を飲ませるがその水も、息子に投げつける。

　王妃の口から、決定的なセリフが飛び出した。カンパネラ卿の顔から血の気が失せる。

「やはり……やはり、王妃と兄上が……！」

　ああ、と、机に拳を何度も叩きつけるその手を、ルキアが掴んだ。

「お母さまを必ず助けましょう」

「え？」

「――今の映像だけでは、王妃さまと皇太子殿下を追及するのは難しい。それは、わかっています。わたしの魔法が見せた映像が真実を見せているかどうかなんてわかりません。都合のいい映像かもしれません。それでもわたしはバトラー殿下の潔白を信じます。この映像が本物……過去に起こった出来事を見せてくれているのだと、わたしにはわかるのです」

　ルキアが、一気に言う。誰も何も言えずに、その場が静まり返る。

「カンパネラ卿、今までわたしたちは、あなた様の無実を証明することばかり考えていました。ですが……策略を巡らせた人が誰であるか、何のために策略を巡らせたのか、それがはっきりすればいいのではないですか？」

　ゆらりと画面が揺れて、再び別の映像へと切り替わった。

「ああ、母上っ……」

　カンパネラ卿が画面に駆け寄った。端正な顔が、怒りと悲しみに歪んでいる。

　黒いドレスの女性が、左右から兵士に挟まれて歩かされている。ルキアにはその女性が現王の第二妃プリミエラだとわかるが、マイスタンタンの人々は初めて見るプリミエラの姿である。

「カンパネラ卿、この女性がお母さまですか？」

「ああ、王女……そうです。左右をかためている兵士は、甲冑に鷲と蛇の紋章が見えたので兄の部下ですね。ああ……どこへ連れていかれるのか……」

　女性は、ピンと背筋を伸ばしたまま歩いていく。

「この道は……もしや、大法廷か？」

　どうして、と、カンパネラ卿は拳を握る。

「カンパネラ卿、これは今現在の映像でしょうか？　過去や未来ということはありませんか？」

　はっとしたルキアが尋ねると、赤い髪がゆっくり左右に揺れる。画面をじっくりと見ながら、カンパネラ卿はルキアを見た。

「ほぼリアルタイムと思って良いと思います。誤差があっても数日です。というのも、ほら、この画面の端に生け垣が見えるでしょう？　この白い花は、今の季節の昼間、たった数日しか咲かないんです。去年、咲くかわからなかったので母の部屋の前だけに植えましたが綺麗に咲いたので今年はぐるっと一周させたものです。未来の可能性も考えられますが、母の姿かたちを見ると、今現在でしょう」

　しん、とその場が静まり返った。

「母上……なぜ法廷に……」

　と、そこへ、マイスタンタン国の兵士が二人、駆け込んできた。

「陛下、ただいま戻りましてございます……陛下？」

　クレドールは今寝ていて、とルキアが言いかけたところに、

「おかえりなさい。無事でよかった。何かわかりましたか？」

　と、細い声がした。慌てて声のほうを見れば、寝室からクレドールが顔を出していた。慌ててルキアが飛んでいく。

「まだ寝てなきゃダメじゃない！　顔が青いわ」

「姉上、ご心配をおかけしました。ぼくは大丈夫です。王たるもの、それにふさわしい立ち居振る舞いでなければ……」

　ゆっくり歩きながら、兵士の前へと進む。

「陛下」

「報告があるんですね？」

「はい……」

　青ざめた顔ではあるが、充実した表情の兵士が二人。彼らは、顔を見合わせてからカンパネラ卿を見る。

「待ってクレドール、この二人の兵士は？」

「はい、爺たちの進言でグランセ王国に諜報部隊を送り込んでみました。その一部が急いで帰ってきたようです。カンパネラ卿、勝手に探索をしてごめんなさい」

　構いません、と、カンパネラ卿が首を横に振る。

「帝国法で、諜報部隊を送り合うことは許されています。ですから、いちいち帝国や相手国の諒解をとる必要はないのです。陛下」

「そうなのですか！　ありがとうございます」

　いいえ、と笑って「国家機密でしょうから」と退室しようとするカンパネラ卿を、クレドールが制した。

「お待ちください。グランセ王国にかかわることです。カンパネラ卿も一緒に聞いてください」

　一瞬驚いたような顔をしたカンパネラ卿だが、すぐに頷いた。

「はい、承知いたしました。陛下」

「それで、何がわかったの？」

　ルキアが、改めて兵士を見る。すると、いろいろわかりましたよ、と一人が手元の書類を読み上げた。

「第二王子の姿が忽然と森から……というか戦場から消えたために、王子の母への疑いが強まったようです。窮地に陥った息子を逃がしたのではないか、あるいは、息子を死んだことにして皇太子の油断を誘い、時を置いて暗殺させる心づもりではないのか、などが……王妃殿下の主張です。しかしプリミエラ妃殿下が猛然と無実だと訴えたため、ならば白黒はっきりさせようと裁判が行われるようです。この裁判で、皇太子殿下側は、第二王子一派を一気に粛清する心づもりのようですね」

　まずいな、と老臣たちが唸った。このような展開になって、一方的に有罪だと決めつけられた例は枚挙に暇がない。

「母上を、どうやって助けたら……。兵もいない、情報もない、俺一人でどうやって……」

「あなたがバトラー王子ですね？」

　と、兵の一人が確認する。

「はい、そうです」

「料理長と名乗る男性から、文を預かってきました。どこの料理長なのかはわかりませんでしたが……」

　そう言いながら、ぼろぼろの羊皮紙を広げた。走り書きのような文章だ。

「料理長が俺に手紙を？」

「はい。言伝もございます。用意は整った、証拠も押さえた。宿屋の王女殿下に瓜二つのレディにもよろしく、と」

　やっぱりバレていたのね、とルキアは首を竦めた。

「料理長は……プリミエラさまを救出するのだと言っていました。何か作戦があるのだと思います」

「王女、どうしてそれを？」

「ま、ちょっとね……。殿下、急いでお国に戻って、料理長たちと一日も早く合流されるのが最善かと思うの。爺たち、他に案はある？」

　いや、思いつきませんな、と、老臣の一人が呟く。

「では、カンパネラ卿……いえ、バトラー王子、ご出発のご用意を」

「ルキアさま……」

「そのお手紙は、決起を促すものでしょう？　……御武運を。隣国の王女としてお祈り申し上げます」






　若いドラゴンなら、一日もあれば戻れる――だからきっと大丈夫。プリミエラ妃殿下は助かる。

　ルキアはそう信じて、バーソロミューとバトラー王子を送り出した。

　ぐんぐん遠ざかる赤い点を、ルキアは露台からじっと見送った。

「姉上、よかったのですか？」

　横に立った弟が静かに言う。

「いいのよ。自分のお母さんが殺されるかもしれないんだもの。助けに行くのが当たり前でしょう」

　たぶんバトラー王子はもう戻ってこないだろう、と、ルキアも心のどこかでわかっている。

　王子のことはもう忘れることに……と口にしながらも、飛び去った方角から目が離せずにいる。

「いい思い出だったわ……さ、日常に戻りましょう」

　ハッキリ声に出して呟き、回れ右をして室内に戻るルキアに、クレドールが従った。






　グランセ王国がその後どうなったのか情報がさっぱり入ってこないまま、日にちが過ぎる。

「他国にもう少し関心を持ち、必要最低限の交流は必要ね」

　と、外交にもう少し人員を割くことになった。

「帝国での属国どうしの交流会があるのね……来月、参加してみましょう。爺、人選をお願いできるかしら？」

「承知いたしました」

　ルキアはときどき、ドラゴンがいつもいた宿屋の方角をぼんやり見つめるものの、表面的には元の生活に戻っている。

　むしろ、てきぱきと感情抜きで作業をしていることもある。

「ルキアさま、お見合いの申し込みが来ております」

「わたしに？」

「はい。芸術を愛する王子だそうです。が、とても遠い……こちらが地図の南端だとしたらあちらは北端、それくらい遠い国です」

「そうなの……。嫁いだら文化の違いに苦労しそうね」

「左様ですな。お断りしても問題ないと思いますが……」

　それでも、「お会いしましょう」と返事をしながら肖像画とプロフィール、自己ＰＲ文に目を通す。

　が、明らかに心ここにあらず、無意識にバトラー王子と比べているのが傍目にもわかる。

「姉上、気乗りしないなら無理に会わなくていいと思いますよ」

　おずおずと弟が言う。が、ルキアはくすっと笑った。

「陛下、何を言っているの。うちの国は小さいのよ。然るべき……ちゃんと後ろ盾となってくれる国と縁組みしないと、あっという間に潰されてしまうのよ。その点、この国は大きそうよ」

「それは、そうですけど……」

「王族に生まれたからには、ね！」

　ルキアはそう言いながら、新たに届いた大量の書簡を無感情に見つめ、捌いていく。

「あら？　クレドール、これ、あなたへの縁談よ」

「え？　姉上、読んでみてください」

「あらあら、あなたと同い年の……アレクサンドリア王女ですって。えーっと……現国王の孫にあたるみたい。こんな方よ、可愛らしい」

　肖像画を見たクレドールの頬が、たちまちぽおっと上気した。

「会ってみる？」

「は、はいぃ……お会いしたいです……けど……」

「まぁ！　属国の中でも外交に長けた大きな国よ！　ちょっと待ってね……確か、過去にうちからお嫁に行った王女がいたはずよ……。ともかくいい縁組みだと思うわ。爺に頼んで、手はずを整えてもらいましょうね」

　真っ赤になった弟の頭を撫でて、ルキアは小さく笑った。






　そのまま半年が経過し、次第に人々の記憶からバトラー王子のことが消えていく。

　ルキアは、ずっと彼のことが忘れられずにいた。そのため、お見合いを幾つこなしても婚約には至らなかった。

「忘れなければいけないのよ……ルキア……」

　彼の姿を見ることもなければ忘れるだろうと思っていた。しかし、魔法の練習中に、時折彼の姿が水晶玉や鏡に映り、そのたびに思わず見入ってしまう。

「お元気そうでよかったわ……」

　訃報や戦乱の便りがないのは良いことね、と自分に言い聞かせて映像を無理矢理切り替える。

「さて、今日は……午後から会議ね」

　アレクサンドリア王女が三か月後、遊びに来ることになっている。それまでに、少しでも復興を進めたいし、ほったらかしになっている客間の修繕も進めたい。

　設計図や修復予定表を胸に抱えて自室を出たところで、メイドのココットが転びそうになりながら走ってくるのが見えた。

「ココット、どうしたの？」

「ルキアさま！　空、空が大変です」

「空？」

　どこぞの空挺部隊の襲撃か、空賊か、あるいは火山雲や地震雲だろうか、とルキアの脳裏をさまざまなことが過る。

「こっちです！」

　ココットに続いて回廊を駆け抜け、中庭に飛び出す。すでに、重臣たちもそこにいて、手廂てびさしで空の一点を見ている。

「ルキアさま！　立派なドラゴン飛行部隊です！」

　新設された、城壁の物見櫓から兵士が叫ぶ。ドラゴン部隊に襲撃されたらひとたまりもない、と、ルキアは唇を噛む。

「先頭は、赤いドラゴン！　乗り手も……赤い髪！」

　え？　と、ルキアの心臓が跳ねた。まさか、と期待する自分とありえないと否定する自分が、せめぎ合って呼吸が苦しい。

　じっと見つめる時間が、やたら長く感じる。赤い点は、どんどん近くなる。

「ルキアさま、ドラゴン部隊がもう着きます！」

　兵士の声をかき消すように、ドラゴンたちが次々と舞い降りる。

　先頭にいるのは、確かに赤いドラゴンに赤い髪の青年だ。

「ルキアさま、驚かせてしまいましたか？」

　ドラゴンから降りてきたのは、艶のある少し高めの声、整った目鼻立ちの美青年。赤い髪はすっきりと短くなり、空色の瞳はキラキラと輝いている。

　腰の剣はかつてと同じものだが、衣服は立派なものになっている。ジャケットもスカーフも、トラウザーズも、すべてが上等のものだ。威厳と凛々しさが増している。

「バトラー王子……御無事だったのですね」

「あなたのおかげで、俺も母も難を逃れました。厚く御礼申し上げます」

　深々と頭を下げられ、ルキアも慌てて頭を下げる。

「王子……なんだか、ご立派になられたのですね」

「はい。立派と言われるほどのものではありませんが……。父亡きあと、兄との争いに終止符を打って、その、新王となりました」

　え！　と、マイスタンタン王国の人々の口から驚きの声が洩れた。

「まさか俺も、こんな展開になるとは思っていませんでした。父の葬儀、兄の廃嫡と王籍剥奪と国外追放、元王妃の国外追放、そして俺自身の即位式……と、行事だらけで、手紙を書く暇すらなく……無沙汰をお許しください」

「い、いえ、そんな……」

　ルキアの目の前に立ち、穏やかに微笑む王子はまるで別人だ。

「クレドールさま」

「は、はい！」

「ルキア王女の縁談はその後、いかがでしょうか？」

「お手紙でお約束申し上げたとおり、お見合いはすべて断ってあります」

「よかった……」

　ぽり、と人差し指で頬を掻く仕草は、マイスタンタン滞在中に何度か見せた仕草と同じだ。

「クレドール、どういうこと？」

「え、まぁ、ぼくの口から言うのはちょっと……」

　もごもごと口籠るクレドールが、バトラーの後ろに回り込んで背中を押した。

「さ、頑張ってください！」

「はい」

　衆人環視の中、新王はゆったりと片膝をついた。

「ルキア王女」

「は、はい！」

「唐突にこんなことを申し上げる無礼をお許しください。私の妻に……グランセ王国王妃になってくれますか？」

　ルキアが、一瞬唖然としたあと、涙をこらえるような表情になった。

「わたしで、いいのですか？」

　ルキアの声が震える。そのルキアを、優しい眼差しが包む。

「こんな、小さな国の王女です。陛下の後ろ盾には、なれません。なんのメリットもありません。それでも、王妃にと望んでくださるのですか？」

「国ではない。あなたが、あなた自身に俺の傍にいてほしいのです。それに……マイスタンタン国とうちの国は婚姻により同盟国となります。我が国はあらゆる支援を惜しみません」

　悪くないでしょう？　と、微笑まれ、ルキアの目から涙がぼろぼろこぼれた。

「よろしくお願い……します……」

　やった、と、バトラーがルキアを抱きしめ、横抱きにした。

「クレドールさま、このまま王女を新婚旅行にお連れしても？」

「そ、それはちょっと困ります！　お空のお散歩程度にしてください！」

　承知、と、軽やかにルキアをバーソロミューの背中へと運ぶ。

「なんとまぁ……母君とご自分の潔白を証明しに戻った王子が、国王となって戻って来るとは……おとぎ話よりロマンチックですな」

　ふぉふぉふぉふぉ、と宰相が笑う。

　ココットや医官たちの祝福の声を聴きながら、バーソロミューが元気に羽ばたく。

「さて……俺にしっかりつかまってください」

「はい」

「これまでより、高いところへ行きましょう」

　勢いよく飛びあがったドラゴンの背中でバトラーはルキアに初めてのキスを贈った。

　唇と唇が触れ合っただけだが、ぼん、とルキアの顔が真っ赤になる。

「王女の唇は甘くておいしい……ごちそうさま」

「ず、るいです……味なんて……」

　ではもう一度、と、整った顔が近づいてくる。二度目はほんの少しだけ、先ほどより長く触れ合う。

「どうですか？」

「……幸せです……」

「それはよかった」

　ルキアの心臓は破れそうなほどに暴れているし、胸は喜びでいっぱいだ。

「続きは……また、いずれ……」

　額にちゅ、とキスを落とされ、ルキアは恥ずかしさから夫となる人の胸元に顔を埋める。

「どうしよう、すごく嬉しい……」

「ああもう、可愛いなぁ……あんまり煽らないでください」

「煽ってなんか……」

　二人の幸せそうな声が、海風に乗ってどこまでも流れていった。
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